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校長 石田 泰城   

 

 

文部科学省から委託事業の採択を受け、「外国人市民と高齢市民が輝く新たな架け橋プ

ロジェクト～新たなコミュニティーを協創するスーパーグローカルリーダー（SGL）の育

成」を研究開発テーマに掲げてスタートした「地域との協働による高等学校教育改革推

進事業≪グローカル型≫」も、3年間の研究指定の最終年度となりました。4月 27日（土）

に行われた今年度の SGL開講式は、新型コロナウイルス感染防止への対応から、昨年度

に続き各教室をオンラインで結んでの開催となりましたが、コンソーシアムとして協働

関係を深めてきた豊明市の市長小浮正典様からは、「挑戦」の言葉を贈っていただきまし

た。「まずは関心を持ち、何ができるかを話し合ってほしい。一歩でも二歩でもいい、挑

戦することが課題の解決に繋がる。行動の一つひとつが大きな輪になって、日本、世界

を変えられる」。そこにはこの 2年間の活動成果に対する評価と、SGL活動に寄せる地域

からの大きな期待が込められているように感じられました。コロナ禍により海外での活

動計画が中止となり、地域・校内での活動にも様々な制約が生じた中、ここにまとめら

れた「研究開発実施報告書【第 3年次】」は、生徒たちが教職員をはじめとする多くの関

係者に支えられながら、状況の変化に対応するための知恵を出し合い探究学習を深めて

いった、まさに挑戦の記録であると言えます。 

現在、仰星コースと特進コースが取り組んでいる SGL活動は、平成 27年度に仰星コー

スの教育課程に組み入れられた SGH アソシエイト校としての探究学習の成果を継承・発

展することを意図して始まりました。新教育課程となる令和 4年度入学生からは、普通

コース（新年度より「明徳コース」に改称）においても総合的な探究の時間（計 6単位）

を「未来探究」（１年：社会未来探究、2年：世界未来探究、3年：自分未来探究）と位

置づけた学習プログラムが準備されています。それぞれのコースの特色を生かして学校

全体が取り組む探究学習の深まりは、本校の建学の精神「彼我一体」が求める生徒像、

「社会で通用する礼節と自修的に努力する姿勢の確立を目指し、社会貢献を果たせる人

材の育成」のための、大きな力となるものと期待しています。 

最後になりましたが、本校の研究開発に多大なるご指導・ご支援を賜りましたコンソ

ーシアム諸機関の皆様、地域協創学の授業にご参加いただいた地域の皆様、研究諸機関

の皆様方に心よりお礼を申し上げますとともに、3 年間の研究開発成果が本校の教育活

動の一層の充実へと繋げられていくことを願い、巻頭の言葉といたします。 

 

 

 

 



 

 

 

 

s 

 



 

 

 

 

s 

 

目 次

巻頭言 石田 泰城

１．研究開発の概要 １

２．研究開発の組織 ５

３．研究開発の内容

（１）総合的な探究の時間【 地域協創学Ⅰ】 ９

（２）総合的な探究の時間【 地域協創学Ⅱ】 ４５

（３）総合的な探究の時間【 地域協創学Ⅲ】 ７９

（４）学校設定教科： 語学【 英語Ⅰ】 ９１

（５）学校設定教科： 語学【 第 外国語】 ９６

（６） 探究【アラカルト講座】 １０２

（７） 探究【オンライン研修】 １０８

（８）探究成果発表 １１４

４．全国高等学校グローカル探究オンライン発表会 １１９

５．評価と課題 １４６

６．総合的な探究の時間における

「オンライン」の活用 古藪 真紀子 １６２



１．研究開発の概要

（１）研究開発の概要

星城高等学校は文部科学省より「地域協働推進校」の指定を受け、「地域との協働によ

る高等学校教育改革推進事業」に取り組むことになった。この事業は スーパーグロ

ーバル・ハイスクール の後継事業の一つと言われており、高等学校が市町村や産業界な

どと協働してコンソーシアムを構築し、地域課題解決等の探究的な学びを実現する取組

である。本校が指定を受けたグローカル型は、グローバルな視点をもってコミュニティ

ーを支える地域のリーダー育成が目的となる。各地域の特性に応じたグローバルな社会

課題研究として 、地域、文化、医療などのテーマを設定し、その解決に向けた探究

的な学びをカリキュラムの中に体系的・系統的に位置付けるカリキュラム開発を実施す

る。この事業の初年度となる令和元年度は全国で 校が指定を受け、そのうち 校が

公立高校、本校を含む 校が私立高校であった。また、令和 年度は新たに 校が指定

を受け、事業特例校として 校が指定を受けた。

本校の研究開発は、人と人との繋がりが希薄になりつつある地域社会において、さま

ざまな立場の市民の繋がりが活性化する新たなプロジェクトを共生・協働という観点か

ら協創することができる地域リーダーを育成することが目的である。本校が立地する愛

知県豊明市では、とりわけ外国人市民と高齢市民の増加が顕著であり、これらの対応が

地域全体の大きな課題となっている。そのような現状を踏まえ、研究開発では「外国人

市民との多文化共生を推進する地域活動」と「高齢市民との安心・安全な健康生活づく

りを協働する地域活動」に取り組む。そして、これらの活動を通して外国人市民と高齢

市民がより輝く、新たなコミュニティーの形成を目指す。この活動の名称は、スーパー

グローカル・リーダー 育成活動とし、その略称として「 」

と表記する。また、地域協働コンソーシアム全体で共有する 活動のスローガンとし

て、『 – 』を掲げる。

市民が輝く新たなコミュニティーを協創できるグローカル・リーダー育成のために、

課題探究のテーマとして「外国人市民と高齢市民が輝く新たな架け橋づくり」を設定し、

「多文化共生」・「健康福祉」・「コミュニケーション力」の つの探究的学習アプロ

ーチで構成される教育課程を研究開発する。生徒育成目標となる具体的な人物像は、①

「異なる考えを容認し、共生しようとする人間」、②「他者と協働して問題解決を図ろ

うとする人間」、③「自らの考えを発信して多くの人々と新たなものを協創できる人間」、

④「人との繋がりを大切にし、感謝のできる実践力に富んだ地域のリーダー」である。

カリキュラム研究開発の核となるのは総合的な探究の時間「 地域協創学Ⅰ・Ⅱ・

Ⅲ」の開発である。それに加えて、学校設定教科「 語学」の開発と教育課程の中に

組み入れられる海外研修の開発がある。これらの授業の開発とその実践によって、グロ

ーバルな視点をもってローカルの課題解決に取り組むグローカル・リーダーが育成され

るカリキュラムを研究開発する。
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（２）研究開発の経緯

本校の仰星コースは平成 年度にグローバル人材育成プログラムとして、「星城版ス

ーパーグローバルハイスクール事業」を独自に立ち上げた。「持続可能なアジアの発展に

寄与できるグローバル人材の育成」を目標に掲げ、アジア諸国が抱える課題解決のため

の探究活動を行った。平成 年度からは アソシエイト校の指定を受け、『持続可能

なアジアの発展に寄与できる、実践力を有するグローバル・リーダーの育成』を目標に

掲げて探究活動を展開してきた。 年間のアソシエイト活動を経て、グローバルな視点

での探究活動の結果から、課題のいくつかが地元の豊明市が抱える課題と共通すること

に気づいた。地元が抱える外国人市民と高齢市民に関わる諸問題を、今やグローバル化

している社会課題と捉え、課題解決に向けて生徒が主体的に取り組むことが本校におけ

る探究活動の柱となった。このような活動と実績を踏まえ、グローバルな視点での学び

と地域課題解決に向けた探究的な学びをさらに促進させるため、文部科学省への応募申

請では対象コースを仰星コースだけではなく、新たに特進コースを加え、対象生徒の規

模を拡大することになった。

（３）構想図とロジック・モデル

研究開発のテーマを「外国人市民と高齢市民が輝く新たな架け橋プロジェクト～新た

なコミュニティーを協創するスーパーグローカル・リーダー の育成～」と設定した。

次に、目標とする生徒育成人物像を定め、地域協働に取り組むコンソーシアムを構成し

た。そして、多文化共生アプローチ・健康福祉アプローチでは、「外国人市民との共生」

と「高齢市民の健康福祉」についての探究的な学びに取り組む「 地域協創学Ⅰ・Ⅱ・

Ⅲ」を総合的な探究の時間に設定した。コミュニケーション力アプローチでは、「英語力

向上」を目指して「 英語Ⅰ・Ⅱ」を、地域に住む外国人市民との交流や海外研修での

交流を見据えて「 第 外国語（ベトナム語）」を学校設定科目として設定した。次の

ページに示したのはこれらの内容をまとめた研究開発構想図である。

また、グローカル型地域協働推進校には「高校魅力化評価システム」が導入されてい

る。その評価システムの一つに、ロジック・モデルの作成がある。研究開発計画におけ

る「インプット」・「アクティビティ」・「アウトプット」・「中間アウトカム」・「最終アウ

トカム」を明確にし、研究開発がどのような目的で、何に取り組み、それによって何が

成果として想定されるのかを校内の教員及び校外の地域協働コンソーシアムの各団体と

共有するためのものである。令和元年 月に初めてロジック・モデルを作成し、同年秋

に行われた研究開発校全国サミットでの研修を経て、ロジック・モデルを修正した。ロ

ジック・モデルを作成したことによって、地域での活動が学びのゴールではなく、地域

での活動を通して、生徒のどのような知識や技能を身に着け、どのような生徒に成長し

ていくかという目標を見失わないようにするための指針のようなものになり、教員間や

地域協働コンソーシアム内において共有することで、 サイクルを円滑にすすめてい

く大きな手助けとなった。
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研究開発の構想図

研究開発のロジック・モデル
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研究開発のロジック・モデル

研究開発のロジック・モデル
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２．研究開発の組織

（１）地域協働コンソーシアムの体制

外国人市民との共生を推進する多文化共生コンソーシアムと高齢市民の健康福祉を

推進する健康福祉コンソーシアムをそれぞれ構築し、 つのコンソーシアムで、グロ

ーバルな視点を持って地域課題解決に取り組む学習プログラムの研究開発に臨む。

【多文化共生コンソーシアム】 【健康福祉コンソーシアム】

企業や高等教育機関などさまざまな機関の協力によって支えられるのは言うまでも

ないが、とりわけ豊明市役所の強力なバックアップによって研究開発が成り立ってい

る。研究開発構想の作成段階から、豊明市長をはじめ行政経営部長や市民協働課長、

健康長寿課長など多くの市役所関係者と協議を重ねることで、地元地域が抱えている

課題を正確に把握することができた。このことが地域課題解決に向けた研究構想テー

マを設定することにつながり、また、それに基づいた学習プログラムの研究開発に主

体的に関わる地域協働コンソーシアムの体制づくりにつながった。

（２） 開発会議・ 開発部・ 実行委員会・運営指導委員会

開発会議の設置

地域課題を学ぶプログラムや地域活動のプログラムなどを開発するために、その開

発を支える校内組織として 開発会議を設置した。校長、副校長、教頭、 開発部

主任で構成され、毎週火曜日 限の定例会とする。 開発部主任が作成する企画案を

協議し、開発に関わる大きな方向性を決定する。

開発部の設置

開発部で出された方向性に沿って、具体的な授業計画や指導案の作成と地域協

働コンソーシアムや地域住民との調整をする部署であり、開発の中心的な役割を担う。

実行委員会の設置

開発部で作成された指導案をもとに、生徒の実情に合わせて運営方法を調整し

機関名

豊明市役所

豊明市教育委員会

豊明市国際交流協会

星城大学経営学部

株式会社

県立豊明高等学校

豊明市商工会

豊明市青年会議所

機関名

豊明市役所

豊明市教育委員会

豊明市社会福祉協議会

星城大学リハビリテーション学部

株式会社スギ薬局

県立豊明高等学校

豊明市商工会

豊明市青年会議所
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体的に関わる地域協働コンソーシアムの体制づくりにつながった。

（２） 開発会議・ 開発部・ 実行委員会・運営指導委員会

開発会議の設置

地域課題を学ぶプログラムや地域活動のプログラムなどを開発するために、その開

発を支える校内組織として 開発会議を設置した。校長、副校長、教頭、 開発部

主任で構成され、毎週火曜日 限の定例会とする。 開発部主任が作成する企画案を

協議し、開発に関わる大きな方向性を決定する。

開発部の設置

開発部で出された方向性に沿って、具体的な授業計画や指導案の作成と地域協

働コンソーシアムや地域住民との調整をする部署であり、開発の中心的な役割を担う。

実行委員会の設置

開発部で作成された指導案をもとに、生徒の実情に合わせて運営方法を調整し

機関名

豊明市役所

豊明市教育委員会

豊明市国際交流協会

星城大学経営学部

株式会社

県立豊明高等学校

豊明市商工会

豊明市青年会議所

機関名

豊明市役所

豊明市教育委員会

豊明市社会福祉協議会

星城大学リハビリテーション学部

株式会社スギ薬局

県立豊明高等学校

豊明市商工会

豊明市青年会議所

たり、授業実施後の点検評価をしたりする組織として、 実行委員会を設置した。副

校長、教頭、 開発部主任、各担任で構成され、毎週金曜日 限の定例会とした。特

に、ルーブリック評価の作成については 実行委員会で協議し、評価文の検討や自

己評価の集計結果を分析することで、探究学習を通して生徒に身につけさせたい能力

（主体性・協働性・探究力・発信力）について協議し、 サイクルによって継続的

に改善を図る体制づくりを進める。

運営指導委員会の設置

開発会議での研究開発の内容や進捗状況、地域協働コンソーシアムを構成する

各団体との協力体制の実情、 実行委員会の実施状況などを踏まえ、それぞれの専門

的な立場から、改善すべき点についての指導や学びを促進させるための助言をする組

織として、運営指導委員会を設置した。学識経験者、学校教育に専門的知識を有する

者、教育学研究者、地元地域の有識者、関係行政機関の職員を含む 名で構成され、

各学期に ～ 回程度開催される。

【運営指導委員会】

（３）海外交流アドバイザーと地域協働学習実施支援員の役割

海外交流アドバイザーの配置

海外での交流を通して、グローバルな視点での学びを促進させる手法として、海外

研修の実施や海外在住高校生とのオンライン交流などが考えられる。そのような学び

を開発し、実践する際の助言者として海外交流アドバイザーを配置し、名古屋大学大

学院国際開発研究科特任助教の古藪真紀子氏にその役割を依頼した。新たな海外研修

の開発に重点を置き、外国人市民との共生と高齢市民の健康福祉に関する現地フィー

ルドワークの企画に関する指導や助言にあたるとともに、海外研修の事前研修や事後

研修の企画と実施について支援する役割を担う。

しかし、今年度もコロナ禍において、どのような形で研修を企画するかが大きな課

題となった。海外研修実施の見通しが立たない中、代替えプランを検討してきた。最終

的には、オンラインを活用して各国の社会課題を学ぶ研修と での経験を有する

方々を中心にした世界各国における日本の開発支援を学ぶアラカルト研修を計画し、

実施に向けての助言及び講師派遣の調整に関わる役割を担うことになった。

氏 名 所属・職

渥美榮朗 元愛知県教育長

寺田志郎 元愛知県教育委員会学習教育部長、元県立高校長会会長

久野弘幸 名古屋大学大学院准教授

月岡修一 豊明市議、学校評議員

小串真美 豊明市役所行政経営部長
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地域協働学習実施支援員の配置

総合的な探究の時間において、どのような地域との協働による学びを企画し、実践

するかについて指導や助言をするのとともに、その学びに必要となる関係団体の協力

をコーディネートする支援員として地域協働学習実施支援員を配置し、今年度も海外

交流アドバイザーとの兼任で古藪真紀子氏にその役割を依頼した。毎週月曜日または

金曜日に企画検討会議を開き、土曜日に実施する総合的な探究の時間の授業計画や実

施した授業内容の改善点などについて協議した。今年度は特に、コロナ禍における地

域での活動や地域住民との交流をどのように企画するかが大きな課題となった。緊急

事態宣言が発出されていない状況において、感染予防に配慮しながら前年度よりもさ

らに活動内容を発展させたり、地域住民との交流をさらに深めたりする企画の開発を

支援する役割を担う。

（４）組織図

カリキュラム研究開発を円滑に進めていくために、本校と地域協働コンソーシアム、

運営指導委員会、地域協働学習実施支援員、海外交流アドバイザーの役割を明確にす

る必要がある。地域協働コンソーシアムは、地域との協働による学びについて、本校を

中心に企画と実践の両方に主体的に関わる共同体である。それぞれの組織で対応でき

ることを検討し、何のテーマについて、誰が、どうような形で実施するのかを協議しな

がら、地域協働プログラムの企画と実践に直接的に関わる。地域協働学習実施支援員

は企画された内容の実施に向けて、本校の本事業担当教員と地域協働コンソーシアム

の各担当者の間でさまざまな調整をするコーディネーターとしての役割を担う。海外

交流アドバイザーは海外研修プログラムの開発を支援し、事前事後の研修を含めた企

画開発において中心的な役割を担う。運営指導委員会は研究開発の全体的な状況を定

期的に把握し、必要に応じて本校の 開発会議に対して指導や助言をする。

地域協働コンソーシアムと 開発会議、 開発部、 実行委員会、地域協働学

習実施支援員、海外交流アドバイザー、運営指導委員会が協力体制を築くことにより、

カリキュラムの研究開発が円滑に進み、生徒が主体的に、なお且つ安心して取り組め

る学習プログラムの実施につながっていくと期待される。地元地域の協力者との個人

的なつながりで開発できるものも多くあると思われるが、カリキュラム研究開発とい

う事業の性質上、持続可能な学習プログラムを開発するという方向性を踏まえて、地

域との協働による学びの企画内容は地域協働コンソーシアムと情報を共有し、協議す

ることによって、学習内容の改善や変更を行いやすい状況を維持する。

地域協働コンソーシアム会議はコンソーシアムを構成する各団体の代表者による会

議で、これまでは各団体の責任ある立場の方々に集まっていただき、開催してきた。

今後、持続可能な会議にしていくためには、会議への出席者を実務担当者に変えてい

く必要があると感じている。いわゆるトップダウンの形から、現場からボトムアップ

していく形に変更することで、持続可能な組織や会議の在り方を検討していきたい。
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る必要がある。地域協働コンソーシアムは、地域との協働による学びについて、本校を

中心に企画と実践の両方に主体的に関わる共同体である。それぞれの組織で対応でき

ることを検討し、何のテーマについて、誰が、どうような形で実施するのかを協議しな

がら、地域協働プログラムの企画と実践に直接的に関わる。地域協働学習実施支援員

は企画された内容の実施に向けて、本校の本事業担当教員と地域協働コンソーシアム

の各担当者の間でさまざまな調整をするコーディネーターとしての役割を担う。海外

交流アドバイザーは海外研修プログラムの開発を支援し、事前事後の研修を含めた企

画開発において中心的な役割を担う。運営指導委員会は研究開発の全体的な状況を定

期的に把握し、必要に応じて本校の 開発会議に対して指導や助言をする。

地域協働コンソーシアムと 開発会議、 開発部、 実行委員会、地域協働学

習実施支援員、海外交流アドバイザー、運営指導委員会が協力体制を築くことにより、

カリキュラムの研究開発が円滑に進み、生徒が主体的に、なお且つ安心して取り組め

る学習プログラムの実施につながっていくと期待される。地元地域の協力者との個人

的なつながりで開発できるものも多くあると思われるが、カリキュラム研究開発とい

う事業の性質上、持続可能な学習プログラムを開発するという方向性を踏まえて、地

域との協働による学びの企画内容は地域協働コンソーシアムと情報を共有し、協議す

ることによって、学習内容の改善や変更を行いやすい状況を維持する。

地域協働コンソーシアム会議はコンソーシアムを構成する各団体の代表者による会

議で、これまでは各団体の責任ある立場の方々に集まっていただき、開催してきた。

今後、持続可能な会議にしていくためには、会議への出席者を実務担当者に変えてい

く必要があると感じている。いわゆるトップダウンの形から、現場からボトムアップ

していく形に変更することで、持続可能な組織や会議の在り方を検討していきたい。

星城高等学校の研究開発組織
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３ 研究開発の内容

（１）総合的な探究の時間【 地域協創学Ⅰ】

年生の総合的な探究の時間「 地域協創学Ⅰ（ 単位）」は、「 」「 」「

」「 」の つで構成される。「 」ではグローバルな視点で を理解し、世界

規模のまたは世界の各地における解決すべき課題について考える。「 」では地元豊明市について、

どのような街なのか、そしてどのような地域課題があるのかについて学ぶ。「 」では花溢れる街づ

くりプロジェクトを企画し、実践する。「 」はマレーシアで多文化共生社会について学ぶ海外研

修を実施する。しかし海外研修の実施が不可能になったため、今年度はオンライン研修に計画を変更した。

「 」について、今年度は ～ 人の各探究班のそれぞれが地域の市民団体や敬老会などの地域団

体と協働するために、自分たちで連絡を取り、企画を説明し、協力をお願いし、実践するという計画をした。

このことによって、活動をやらされているという気持ちではなく、自分たちが地域住民との協働を企画・実

践するという気持ちで取り組むことになり、生徒の主体性が育成されることを期待した。

「 」について、花溢れる街づくりプロジェクトで編制した探究班を引き継ぎ、それぞれの班

で新たな地域協働活動の提言をポスターにまとめる。そのポスターを用いて、ポスターセッションを実施す

る。これらの活動を通して、生徒の主体性、協働性、探究力、発信力が広く育成されることを期待した。

地域協創学Ⅰの年間授業計画

コロナ禍で地域との協働が難しい場面が多々生じたが、市内の地域活動が一切中止になっている状況の中

で、地元の高校生が感染対策を講じながら、主体的に地域との協働に取り組んでいることに多くの応援や理

解、協力を得ることができた。次のページは 地域協創学Ⅰの構想図であり、それ以降のページにはすべ

ての授業における授業進行表とその授業の内容や生徒の様子、授業の改善点などを記した。

回 日付 授業内容

第 回 月 日 土 開校式、探究班編制、アイスブレイク、貧困の輪について考える

第 回 月 日 土 自分の住んでいる町を知る・豊明市を知る

第 回 月 日 土 カンボジアを知る、花溢れる街プロジェクト①、花壇整備

第 回 月 日 土 カンボジアオンライン研修・花溢れる街プロジェクト②、各地区・団体調べ

第 回 月 日 土 パラオオンライン研修、花溢れる街プロジェクト③

第 回 月 日 土 シンガポールオンライン研修・花溢れる街づくりプロジェクト④

第 回 月 日 土 花溢れる街づくりプロジェクト⑤、協働する団体への企画・計画説明

第 回 月 日 土 アラカルト講座・花溢れる街づくりプロジェクト⑥、花壇準備

第 回 月 日 土 花溢れる街づくりプロジェクト⑦

第 回 月 日 土 花溢れる街づくりプロジェクト⑧、地域住民との花植活動

第 回 月 日 土 地元地域の視点から解決すべき地域課題について考える

第 回 月 日 土 探究成果発表の提言内容検討、パラオオンライン研修

第 回 月 日 土 探究成果発表の内容・原稿・ポスターの作成

第 回 月 日 土 探究成果発表の内容・原稿・ポスターの作成、インドネシアオンライン研修

第 回 月 日 土 探究成果発表の内容・原稿・ポスターの作成

第 回 月 日 土 探究成果発表の内容・原稿・ポスターの作成

第 回 月 日 土 探究成果クラス内発表

臨時休校 月 日（土） ※新型コロナ感染症の急拡大により、臨時休校となった。

第 回 月 日 土 探究成果発表、ポスターセッション
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【授業の様子（写真）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【授業の概要と学びの狙い】 
校長と豊明市長のビデオメッセージを視聴、今学期のルーブリック評価表の確認、チームビルディング、SDGsスゴロク、

貧困の輪について考える、以上の5つの活動を実施した。SGL活動の概要を理解することを狙いとしたが、年度の始まりで

あったため、新しいクラスメイトとの緊張をほぐすことができるような活動とした。本時の導入として、石田校長と豊明市

の小浮市長からのビデオメッセージの視聴とルーブリック評価表の確認をもって、SGL活動の概要を把握した。その後班を

編制し、全半はSDGsスゴロクを実施した。スゴロクは編制した班ごとに行い、SDGsの目標について、止まったマスに応

じてクイズを答える形式のものであった。後半は貧困の輪について考えた。SDGs の目標のうちの つである「貧困をなく

そう」に関連した資料をクラスで読み、「貧困」からはじまる派生図と、あらかじめ与えられたキーワードを用いて「貧困の

輪」を班毎に作成、それらをクラス全体で発表し、班の意見を共有した。  
【生徒の学びと教育的効果】 
地域が抱える具体的な問題を、豊明市長のビデオメッセージを通じて知ることができた。外国人市民や高齢者福祉など、

社会全体の一般的な問題として生徒は捉えてしまいそうな課題であるが、当事者から話を聞くことで、地域課題として捉え

ることができたように感じた。 
SDGsスゴロクを通じて、それぞれの目標の概要を把握することができた。また、ボードゲームの要素もあったことから、

アイスブレイクとしても機能し、新しいクラスメイトとの緊張をほぐすこともできた。とくに、SDGs の目標のうちの1つ

である「貧困をなくそう」については、後半の「貧困の輪」を実践したことから、その概要だけでなく、その目標を達成す

る方法について考えることができた。このことは、持続的な世界を実現するために設定されたSDGsの目標の達成にあたり、

個人や組織レベルでどのような取り組みが求められているのかを自ら考え、困難な課題に挑戦する姿勢を育んだ。 
【育成の評価と改善点】 
「SDGs スゴロク」には非常に意欲的に取り組む班が多く、授業前半は緊張した面持ちではあったものの、表情が良くな

り徐々にコミュニケーションも増えていった。マス毎に用意された質問項目には答えるのに難しいものもあったが、楽しく

取り組んでいる様子がうかがえた。このことは、後半の「貧困の輪」において、話し合いの活動を活発にする一助となった。

「貧困の輪」では、 年 組での事だが、最後に並べた貧困の輪の順序が 班すべてで同じであった。断ち切るべきところ

は班それぞれの考えがあったが、さらに多様な考え方が得られるように、与えるキーワードを工夫したい。

活動全般において、班での話し合いをする際、他の班員に意見をどう求めたらいいのかでつまずく班があり、教員による

補助が適宜必要となる場面があった。班学習を不得手とする生徒のために、話を振る役として司会者を設定するなど、役割

を与えるとよいかもしれない。
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【授業の様子（写真）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【授業の概要と学びの狙い】 
 授業の前半では、生徒それぞれが住んでいる地域の魅力や市町村の統計データを調べ、各探究班内において相互に発表し

た後、今度は探究班ごとに、豊明市の魅力や統計データを調べ、クラス内にて発表した。また後半では、10名の講師による

アラカルト講座を実施した。 

 前半の活動においては、探究的、協働的な学習を簡単に実施することで、探究学習における基礎的・基本的な技能を身に

つけさせるとともに、協働性、探究力、発信力を広く養うことを学びの狙いとした。 

 アラカルト講座は、全学年合同で実施した。受講したい講座について事前に希望調査をとっており、各講座の人数は40名

程度で編成した。講師の先生方による 2時間程度の講義を受講した後、統一のワークシートを記入させる。世界各地の現状

や課題について、講師の方々が活動されたことや経験されたことを聞くことで、地球規模の課題について深く考えるきっか

けとし、グローバルマインドを身につけることを狙いとした。 

 
【生徒の学びと教育的効果】 
 前半の活動においては、ホワイトボードと付箋を用いて調べたことをまとめた。これまでの地域協創学で実施してきた、

付箋を用いての協働活動では、ブレーンストーミングや KJ法を指導してきた。これらの手法を、今年度も取り入れること
で班での話し合い活動を活発にさせたい。 
後半のアラカルト講座は、各生徒１講ずつの受講であった。それぞれの先生方がしてきた体験や、物事の考え方は生徒にと

って大変刺激となり、生徒の関心や意欲を喚起させる効果があった。また、学年をまたいでの活動であったため、交流学習

の要素が一端にあったことから、他者を尊重する態度を育む効果があったと感じた。 

 

【育成の評価と改善点】 
 新学年が始まったばかりということもあり、生徒間の日常でのコミュニケーションはそれほど頻繁には起こらないが、グ

ループで話し合いをする際は、非常に活発にコミュニケーションを図る姿勢がある。また、自分の考えを発言したり、相手

の意見を聞いたりする中でお互いを認め合う姿が確認できる。 
 1 日の活動としては、内容が盛りだくさんとなっている。また一つひとつの活動の意味や関連性をきちんと理解させるよ
うに展開を工夫しなければ、それぞれの独立した内容の活動となってしまう点に注意が必要である。ブレーンストーミング

と KJ法は生徒も実践がしやすいようであるが、グルーピングする際は指導者の力が必要なグループがある点も要注意であ
る。 
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【授業の様子（写真）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【授業の概要と学びの狙い】 
昨年度のカンボジアオンラインツアーの動画を視聴した後、カンボジアについて支援すべき内容を各班で考え話し合い、

クラス内で発表することで共有した。後半では、2 年生から昨年の活動の様子について話を聞いた後、割り当てられた花壇

設置場所へ移動し、現在の状況を確認することで、花溢れる街づくりプロジェクトの概要を理解した。 
授業の前半では、カンボジアの現在の状況を知り、支援の内容について考えることで、グローバルな視点を身につけるこ

と、視野を広げ好奇心を育むことを狙いとした。後半では、実際に自分のクラス・班が担当する花壇を目で見て確認し、花

壇の整備を行いながら、どのような花壇の形にするか、花の色や高さなど異なるたくさんの種類があるなかで、どの花をど

のように配置し植えるかといったイメージを膨らませることで、花溢れる街づくりプロジェクトについて大まかな見通しを

立てることを狙いとした。 
 

【生徒の学びと教育的効果】 
カンボジアの現在の状況を知る手段として、昨年度実施したオンラインツアーの動画を視聴した。コロナ禍において、リ

アルタイムでのオンラインでなくても、最近の現地の様子を動画で確認できたことは、生徒たちの見聞を広めるために十分

機能した。さらに、カンボジアに対する支援策を各班で考える活動において、派生図を活用した。前時に引き続き派生図を

利用したことで、それぞれの班において、効果的に活用する様子がうかがえた。このことは、学習に対する肯定的な態度を

育てる効果があった。 
花溢れる街づくりプロジェクトにおいて、実際に花を植える場所を確認する際、花壇整備のほかに、可能な範囲で周辺環

境の散策も行い、周囲にある施設やお店など、どのような街のなかに花壇があるのか、どういう人々が近辺で生活をするの

かなども確認した。 
 
【育成の評価と改善点】 
本時の活動は、主に探究力を養うものであった。前半の活動における動画の視聴は、コロナ禍において様々な活動が制限

される中で、海外の文化に触れることのできる活動である。話合い活動を活発にさせたことから、今後も適宜取り入れたい。 
昨年度花壇を作成した生徒にクラスまで来てもらい、昨年度の取組の報告を聞き、実際に現地へ行く活動は、花溢れる街

づくりプロジェクトの概要を理解する上で十分な活動であった。しかし、生徒が実際に花壇へ赴き活動をする回数は限られ

ているため、今後は花壇整備だけでなく、協力団体とのコミュニケーションの機会を設ける等工夫をすることで、フィール

ドワークをさらに充実させたい。
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【授業の様子（写真）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【授業の概要と学びの狙い】 
授業の前半では、各班が協力する団体を決定し、「花溢れる街づくりプロジェクト」についての計画を立てながら、協力す

る地域団体の方々に説明するための、スライドの作成を始めた。後半では、カンボジアについての講義をオンラインで受講

した。

花溢れる街づくりプロジェクトにおいて、主体性、協働性、探究力、発信力を総合的に養うことを狙いとしている。今回

の活動では、発信力を養うことを主な狙いとした。前時の活動において、オンライン研修に向けた事前学習を行っている。

本時の活動では、グローバルな視点を獲得することを狙いとしているが、事前学習を実施したことで、その効果が高まるこ

とに期待している。

 
【生徒の学びと教育的効果】 
前年度の活動では、協力する地域団体を生徒が調べてアポイントメントをとり決定していったが、今年度は予め決まって

いる地域団体の中から協力する団体を決定する。そのため、地域団体の方々とコミュニケーションをとる機会が増え、より

充実した協働活動が展開されることを期待している。そのきっかけとなるプロジェクトの概要説明のためのスライド作成は、

発信力を養うだけでなく、協働性を身につける効果もあった。 
後半のオンライン研修は各クラスで教室のプロジェクターを用いて実施された。内戦経験者のお話と、地雷撤去活動団体

職員の方のお話をリアルタイムでお伺いすることができ、質疑応答の機会も設けることができた。カンボジアの課題に精通

する方々からの話を聞き、より具体的な内容を知ることができたことは、学習者の見聞を広める事のできた活動であった。 
 
【育成の評価と改善点】 
協働する相手のことを思い、計画を練ることの大切さを継続的に指導する必要があったことが、前年度の活動の反省点と

してある。目に見えない心構えや姿勢についての指導だけでなく、連絡を取る際の言葉遣いや、実際にお会いする際の作法

などの指導も十分にしたい。そのため、スライドの作成においては、計画の段階で考え得る問題点の解決方法を考えておく

事や、外国人市民に向けたスライドでは外国語も併用するなど、説明における配慮をするよう声掛けをしていく。

後半のオンライン研修は、質疑応答の機会があったが、基本的には話を一方的に聴く時間であったため、生徒の集中が切

れる様子がしばしば見られた。事前学習が効果的に機能するためにも、質疑応答の機会を増やすなどの工夫をしたい。
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【授業の様子（写真）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【授業の概要と学びの狙い】 
授業の前半では、パラオについての講義をオンラインで受講した。後半は、「花溢れる街づくりプロジェクト」についての

計画を立てながら、協力する地域団体の方々に説明するための、スライドの作成を進めた。 
活動の大まかな内容としては、前時と同様である。花溢れる街づくりプロジェクトにおいて、主体性、協働性、探究力、

発信力を総合的に培うことを狙いとしており、とくに発信力を養うことを狙いとしている。オンライン研修では、グローバ

ルな視点を獲得することを狙いとしている。パラオについてより深く学ぶことで、グローバルな視点を身につけ、視野を広

げることで好奇心を育みたい。 
 
【生徒の学びと教育的効果】 
花壇構想については、花の色合いや背丈をイメージしながらデザインを順調に考案している様子であった。花の苗や土、

肥料の費用が実際にいくらかかるのか、どこで仕入れるのか等、グループで話し合う様子が見られた。また、高齢者や外国

人市民にも企画の趣旨が伝わるように、スライドの工夫の方法についての提案も盛んであった。他者からの視点で物事を考

えることは非常に有意義であり、協働性を育む効果が期待される。 
今回のオンライン研修では、Kahoot!を用いて、パラオに関する簡単なクイズが実施された。前時と比較すると、双方向で

の活動が充実しており、パラオについてより深く学ぶことができた。さらに、日本語が数多く混じっているというパラオ語

のユニークな特長が、生徒の興味・関心を引いていた。 
 
【育成の評価と改善点】 
「花溢れる街づくりプロジェクト」に関する生徒の理解に課題がある。なぜ花壇を協働作成するのかについてあまり理解

しておらず、どんな花壇を作るのかについての考えを深めるグループが多い。花壇を作ることが目的ではなく、花壇作成を

通して地域の方と接点を持つことが目的である。他者を招いて実施することについて十分考えさせ、外部の方に、いかに協

力を仰ぐのかを重点的に指導することで、趣旨を理解したうえで花壇作成の理由や目的を協働団体に伝える準備を行うよう

指導したい。 
オンライン研修では、クイズに解答する機会が適宜設けられていたことから、前時と比較すると生徒が集中して受講する

様子が見られた。オンライン研修においては、生徒が集中して受講できるよう、話を一方的に聴く形式をできるだけ避け、

能動的な学習の機会を取り入れたい。 
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【授業の様子（写真）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【授業の概要と学びの狙い】 
授業の前半では、7月17日に予定されている、各班の協力団体に花溢れる街づくりプロジェクトの概要説明をする場所と

時間を決定するため、協力団体の代表の方に電話をした。併せて、「花溢れる街づくりプロジェクト」についての計画を立て

ながら、協力する地域団体の方々に説明するための、スライドの作成を進めた。後半は、シンガポールについての講義をオ

ンラインで受講した。今回の活動が、協力団体の方々と初めてコミュニケーションをとる機会となる。この機会をもって、

協働性を獲得することを狙いとしている。また、オンライン研修では、グローバルな視点を獲得することを狙いとしている。

シンガポールについてより深く学ぶことで、グローバルな視点を身につけ、視野を広げることで好奇心を育みたい。 
 
【生徒の学びと教育的効果】 
地域の方々とやり取りを行うために、次回実際に協働団体の代表者とお会いし花壇作成の打ち合わせを行う上で、予算や

実施日時・場所などに加えて、集合時間や集合場所、持ち物、連絡方法、どのように参加を募るのかなど、自分のグループ

が計画していることを理解している必要がある。このことに加えて、アポイントメントを取る際の注意事項に従うことや、

言葉遣いに気をつけ連絡を行うことが求められる。電話を用いて、大人と話をするという経験が乏しいことが考えられたた

め、電話での会話におけるマナーなどをプリントにまとめて配布した。滞りなくアポイントメントを取ることができた生徒

は、大きな達成感を得られたようだった。

後半のオンライン研修では、シンガポールについて学んだ。リアルタイムで、現地を実際に見て回る形式であったため、

オンラインツアーに近い講義であった。シンガポールの現在の様子を知ることができたことから、学習者の見聞を広めるこ

とのできた活動であった。

【育成の評価と改善点】 
アポイントメントを取る電話連絡をしたことが、不足事項に気づくきっかけとなった。探究学習においては、失敗から学

ぶことが大切である。地域の方々とやり取りをする際、その不足事項によって混乱が生じてしまうこともあるが、生徒だけ

ではどうしても解決が困難な状況でなければ教員によるフォローはせず、生徒の力で解決させるよう導きたい。 
後半で実施したオンライン研修は、リアルタイムで現地を回る様子が見られたことについて、生徒の良好な反応があった。

コロナ禍において様々な活動が制限される中で、海外の文化に触れる機会として十分に機能している。今後も適宜、取り入

れたい。 
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【授業の様子（写真）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【授業の概要と学びの狙い】 
 本時の狙いは、花壇作成当日に向け協働団体の代表者と直接打ち合わせを行い、資料を見せながら説明し代表者に理解を

してもらうことである。 
 代表者とのあいさつ・打ち合わせの後は、花壇の状況の再確認をして実際の花壇を前にしながら、次回の活動時にどんな

作業が必要なのか、どう花壇をアレンジするのかなどを確認した。また花壇作成の当日はどこに誰が立って地域の方々を補

助するのか、誰がどう仕切ってグループと団体を引っ張るのか、人の動線と危険なものや場所をイメージさせ、発注可能な

花苗などの発注を行った。 
 
【生徒の学びと教育的効果】 
 実際に協働してくださる方々の表情を見ながら話を進める際、代表者がしっかり耳を傾け、話を聞いてくださったおかげ

で生徒たちも非常に話しやすい空気があった。生徒が主導で地域と協働して花植えを実施したいと申し出ていることに大変

驚かれている方も見え、暖かい雰囲気でこの活動について支持をしてくださっている様子で、途中生徒たちより熱心に花や

花を植えることについて熱く語られる方も見えた。また花壇や協働団体によっては、昨年度からの改善をお願いされたとこ

ろもあり、そのグループが独自で考案したアイディアと協働団体からのものとの融合が求められた。生徒たちは改めて花壇

構想を練り直すことで、アイディアが深まっていく様子があった。 
 
【育成の評価と改善点】 
 生徒が自分で企画したものを参加者に伝え、実施する計画がいよいよ現実を帯びてきた。その計画を暖かく支援してくだ

さる地域の方々と直接話し合うことができた。 
 本日の活動時に、協働団体の方々に向けて、昨年度の反省点を改善する提案をできずに終わってしまった。前年度の活動

実績がうまく引き継がれなかったことが原因にあると考えている。来年度はこの点を改善しておかなければならない。 
 
 
 
 
 
 

24



 Level 1 Level 2 Level 3 Level 4 

 
    

 
    

 
    

 
    

25



【授業の様子（写真）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【授業の概要と学びの狙い】 
今学期最初の授業であったため、今学期のルーブリック評価表を確認した。授業の前半では、「花溢れる街づくりプロジェ

クト」当日に向け、花・土などの注文準備や注文実施、前日までの花壇整備の計画を行った。後半では、オンラインでのア

ラカルト講座を受講した。 
次回の活動において、花壇整備を実施し、準備を完了することになる。そのため、本時においては、その日時を計画する

ことや、花壇整備を地域団体の方々と協力して実施するかどうかの検討などを行った。当日の花植え活動が滞りなく実施で

きるように、準備を整えることを狙いとしている。 
アラカルト講座は、全学年合同で実施した。世界各地の現状や課題について、講師の方々が活動されたことや経験された

ことを聴くことで、地球規模の課題について深く考えるきっかけとし、グローバルマインドを身につけることを狙いとした。 

【生徒の学びと教育的効果】 
本時の活動は、次回の花植え活動に向けた準備であったが、電話による花の注文や、花壇整備の計画に係る話し合い活動

が盛んに行われていたことから、主体性、協働性、発信力を広く養う効果があった。 
後半のアラカルト講座は、今年度2回目の実施となる。各生徒１講ずつの受講であったが、それぞれの先生方がしてきた

体験や、物事の考え方は生徒にとって大変刺激となり、生徒の関心や意欲を喚起させる効果があった。 
 
【育成の評価と改善点】 

2学期の前半において、1学期から進めてきた「花溢れる街づくりプロジェクト」を完了させることとなる。ここまでの活

動において、その概ねの準備は完了しており、現地にて活動するフィールドワークを残すのみとなった。このプロジェクト

での狙いは、地域の方々と花壇を整える活動を通して、主体性、協働性、探究力、発信力を広く養うことである。今後の活

動においても、日頃の指導や声掛けをもって、SGL活動全体の意義を理解させるようにしたい。 
アラカルト講座について、課題解決についてグローバルな視点で考えさせ、SGL活動をさらに充実させることが主な狙い

であったが、その枠を越えて、生徒それぞれの在り方や生き方について、関心や意欲を喚起させるものであった。今後も外

部講師の協力をえて、教員にはない専門知識・技能を学習する機会をもって、効果的な指導をしていきたい。 
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【授業の様子（写真）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【授業の概要と学びの狙い】 
次回の「花溢れる街づくりプロジェクト」当日に向け、花壇整備を行った。 
次回の活動まで日にちが空くため、本時での花壇整備に加えて、当日に近い日時の所で、授業外の時間帯でも花壇整備を

実施することとした。そのため本時においては、主に花の撤去、雑草の除去をもって、準備を整えることとした。 

【生徒の学びと教育的効果】 
本時の活動は、次回の花植え活動に向けた準備であったが、花壇整備の中で話し合い活動が盛んに行われていたことから、

協働性を養う効果があった。「花溢れる街づくりプロジェクト」に係る全体計画のうち、当日の花植え活動と、その後の振り

返り活動を残すのみとなった。プロジェクト全体を通して、主体性、協働性、探究力、発信力が培われている。 
 
【育成の評価と改善点】 
次回の花植え活動当日は、自分たちで整えた花壇に、自分たちで招いた地域の方々にお花を植えてもらう仕上げの日にな

るが、生徒たちはとても楽しみにしている様子であった。このことが背景にあり、生徒の主体的な動きがいたるところで見

られた。しかし、テスト週間に応じてSGL活動の日程を調整したことから、花壇整備を授業時間外で実施することとなって

しまった。新たな授業を開発する上で、授業時間内に活動を完了させることができるよう、次年度以降の計画を見直したい。 
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【授業の様子（写真）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【授業の概要と学びの狙い】 
各班において、地域団体の方々と協力し、花植え活動を行った。 
地域協創学Ⅰにおける、最も主となる体験活動である。「花あふれる街プロジェクト」を通して、主体性、協働性、探究力、

発信力を培うことを狙いとしている。地域の方々と実際に協働することから、とくに協働性に資する活動であることに期待

した。併せて、地域の方々と花を植える中でコミュニケーションをとり、地域課題についてより深くリサーチすることを狙

いとしている。 
 
【生徒の学びと教育的効果】 
 前年度の花植え活動当日は、悪天候に見舞われたことから大幅に規模を縮小した形での実施となり、その活動自体も途中

で切り上げ終了となった。このことから、昨年度の1年生はやりきれない思いをすることとなった。天候によって大きく左
右されてしまう活動であったが、今年度は天候に恵まれ、どのクラスも滞りなく実施することができた。地域の方々とも十

分にコミュニケーションをとることができ、学びの狙いを達成する事ができた。この活動では、交流学習の要素があったこ

とから、他者を尊重する態度を育む効果があったと感じた。 
 
【育成の評価と改善点】 
 「花溢れる街づくりプロジェクト」に係るそれぞれの活動は、生徒の生きる力を総合的に育んでいる。花植え活動を成功

させるための調査、計画は、主体的な学びそのものであり、協働する上で地域の方々と関わる機会は豊かな人間性を培って

いる。この活動を授業として確立していくために考えなければならないことの１つとして、柔軟な年間計画がある。例年、

花植え活動当日は 10 月中旬に計画しているが、この時期は比較的雨天が多い。悪天候に見舞われると計画を変更せざるを
得なくなり、場合によっては生徒のみでの実施となる。今年度のように滞りなく実施できるよう、綿密な計画を組むように

したい。併せて、授業時間内に必要な活動ができるよう計画したい。今年度は授業時間外に花壇整備をすることとなった。

授業時間外での実施となると、生徒全員が参加することを保証することが難しくなり、授業として一律に教育効果を発揮さ

せられない。改めて、授業時間内で活動が一通り実施できるよう計画を工夫したい。 
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【授業の概要と学びの狙い】 
各班それぞれが、「花溢れる街づくりプロジェクト」で関わった地域団体の方々から地域の現状と課題について話を聞い

た。 
本時の狙いは、豊明市に住む方から、地域課題についての話を詳しく聴く事である。現在のコロナ禍において、直接イン

タビューを実施するために、地域団体の方々に直接会いに行くだけでなく、学校へお招きするなど各班それぞれで質問をす

る場を柔軟に設定した。前回の活動で共に花植えをした協力団体の代表者の方々から、高齢者の方が抱える悩み、高齢者の

方々が感じる豊明市の課題などを直接聴く場面を作り、生徒たちの地域課題の発見、課題解決の糸口を見つける一助になれ

ばと考えた。 
また、話を聞く活動が終わった班について、時間に余裕があれば、花を植えた花壇の様子を見に行き、簡単な整備を行う

こととした。併せて、今後は水やりを実施していくこととなるため、その方法について、各担任によって指導する機会とし

た。 
 

【生徒の学びと教育的効果】 
今回の花植え活動は、生徒たちが主体的に取り組み、地域団体の方々と、花植えまでにできるだけ多くの接点を設けて取

り組んできた。花植え後においても、今回のような場を設けたことによって交流が深まり、話がしやすくなったと考えてい

る。このことは、花植え後の花壇の整備や水やりを協働して進めるきっかけとなった。記念写真を撮るなどのコミュニケー

ションをもって親密性を高めたことで、高齢者の抱える課題をより身近に感じることができたのではないかと思われる。 
今後の活動において、豊明市の地域課題について検討し、その解決方法を提言していくこととなる。学びを深くする上で、

地域課題を自分事として捉えられることが大切である。そのため、地域の方々と交流が深められたことは、今後の学習活動

をより深いものにする効果があると考えている。 
 

【育成の評価と改善点】 
今回の活動において、当事者の生の声、生きた言葉を聴くことができた。このことは、生徒たちにとって、与えられた課

題を自分たちで解決したい課題とするきっかけになった。このような仕掛けを効果的に、継続的に用意することで、生徒の

学びを深くしていきたい。生徒主体で活動が進んでいく中で、班ごとでの取り組みの状況に差が生じることが少なからずあ

る。授業者が各班の状況をある程度把握し、生徒それぞれに、その班での役割について適切に助言することで、活動を充実

させたい。 
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【授業の様子（写真）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【授業の概要と学びの狙い】 
授業の前半では、前回の振り返り活動で聞いた話を各班でまとめ、共有した。併せて、各班において、新たな地域協働活

動の内容を検討した。後半は、パラオについての講義をオンラインで受講した。 
本時の狙いは、ここまで生徒たちが体験してきた地域の方々との交流や花植え活動を踏まえて、地域課題を発見すること

にある。その前提が「外国人市民と高齢市民が輝く新たな架け橋プロジェクト」であることをしっかりと認識しながら、地

域への興味・関心・疑問・気づきなどを各班でディスカッションする。新たな地域協働活動の提言を通して、主体性、協働

性、探究力、発信力を総合的に培われることを期待する。また、オンライン研修では、グローバルな視点を獲得することを

狙いとしている。パラオについて学ぶことで、グローバルな視点を身につけ、視野を広げることで好奇心を育みたい。 
 
【生徒の学びと教育的効果】 
振り返り活動の共有においては、Google Classroomを活用した。各班それぞれでドキュメントにまとめ、各担任に提出さ

れたものを集約、クラス内で共有した。まとめる際の形式はとくに指定しなかったが、それぞれの班が、どのようにまとめ

れば見やすく、またわかりやすくなるかを考えながら取り組んでいた。発信力を養うだけでなく、ここまでに培われてきた

他者を尊重する姿勢や発信力を確認することができた。 
後半のオンライン研修は、各クラスにて受講した。パラオに係る講義をオンラインで受講するのは2回目となるが、より

具体的な内容を知ることができたことは、学習者の見聞を広める事のできた活動であった。 
 
【育成の評価と改善点】 
今回の活動においては振り返りの内容を共有するにとどまったが、今後は年度末の成果発表に向けて、ポスターを制作し

ていくこととなる。新たな地域協働活動の提言が主な内容となるが、ここまでの総括となることから、「花溢れる街づくりプ

ロジェクト」に関する振り返りも扱ってよいものとしている。このことだけでなく、ポスターを制作する際、様々な注意事

項があるため、今後の活動において適宜指導していきたい。 
後半のオンライン研修では、同じ国について2回受講したことでさらに深い学びとなった。前回の講義において、パラオ

の概要を学習していたことから、パラオに関わる課題をより身近に感じることができた。今後は様々な国の講義を受講する

だけでなく、ある国について計画的に学習する機会を設ける事で、探究学習を充実させたい。 
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【授業の様子（写真）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【授業の概要と学びの狙い】 
 授業の前半では、各班で新たな地域協働活動の具体的な企画案を検討し、後半はクラスごとに現地へ行き、花壇の状況を

確認した。 
新たな地域協働活動の提言を通して、主体性、協働性、探究力、発信力を総合的に培うことを狙いとしている。各班にお

いて、地域への興味・関心・疑問・気づきなどをディスカッションし、課題解決に向けて探究していく。ディスカッション

においては、SDGsのどの目標に該当するのかも考えさせ、課題が何で誰を対象としているのか明確にさせる。併せて、そ
の課題の根拠となるデータやエビデンスを明らかにする。これらの活動は、iPadを使ってスライドや原稿を班員と共有しな
がら作業を進めていく。生徒全員が ICTツールに触れ、そのスキルを高めていく。 

 
【生徒の学びと教育的効果】 
 発表の形式はポスターセッションとしている。発表原稿は7分程度でまとめるように設定しており、各班の構成は6名程
度であることから、1人1分程度の発表を担当するという想定である。iPadを使いこなせる生徒は少なく、悪戦苦闘する様
子が見られたが、使い慣れている生徒が周りの生徒に使い方を教えるという動きが見られたため、協働性を養う効果がある

ように感じた。 
本時ではとくに、地域協働活動の提言の内容がさらに深くなることを期待し、扱う地域課題について、その根拠を明確に

しなければならないことや、地域にある団体や、豊明市役所の各課における既存の取り組みについて調べる必要があること

を指導した。生徒たちの提言内容を進化・深化させるために、適切な助言を適宜したい。 
 
【育成の評価と改善点】 
 生徒たちが様々なアイデアを形にしていく中で、教員がどのような形でサポートしていくのかは十分吟味する必要がある。

生徒の主体的な学びに重きを置いているので、できるだけ生徒たちがひらめいたものを大切にしつつも、時にテーマから大

きくかけ離れたり、極めて現実味がない提言に対して、教員がどのように声かけして、修正していくのか、教員自身のスキ

ルの向上も図らなければならない。発表原稿の作成については、iPadでデータを共有して作業を進められるようにしたもの
の、やはり能力のある生徒が一人でまとめている姿が散見された。一人の生徒に負荷がかかりすぎないように配慮が必要で

ある。 
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【授業の様子（写真）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【授業の概要と学びの狙い】 
 授業の前半では、各班において、新たな地域協働活動の内容を検討し、ポスターの制作と発表原稿の準備を進めた。後半

は、インドネシアについての講義をオンラインで受講した。 
 新たな地域協働活動の提言を通して、主体性、協働性、探究力、発信力を総合的に培うことを狙いとしている。班によっ

ては、提言の内容が具体的に決定している。年度末の探究成果発表、ポスターセッションに向けて、ポスターと発表原稿の

完成を目標に作業を進めていく。 
 オンライン研修では、グローバルな視点を獲得することを狙いとしている。インドネシアについてより深く学ぶことで、

グローバルな視点を身につけ、視野を広げることで好奇心を育みたい。 
  
【生徒の学びと教育的効果】 
 新たな地域協働活動を提言することについて、生徒はかなり難しく感じている様子である。そのため、授業者によって、

探究を進めるための指導を適宜行っている。本時では、扱う地域課題について、花植え活動の振り返りの際、地域団体の方々

からお伺いした内容をそのまま鵜呑みにするのではなく、地域課題として適当なのかどうかを精査する必要があること、本

館家庭科室に掲示されている、一昨年のSGL活動にて作成したポスターを確認させて、参考にさせるなどの指導を行った。 
 後半のオンライン研修は、基本的には各クラスにおいて実施したが、1組と 2組は、学習室にて合同で実施した。インド
ネシアの現在の状況を知ることができたことから、生徒たちの見聞を広め、グローバルマインドを獲得する活動であった。

さらに授業の後半において、現地の方々との質疑応答の時間を設けた。一方的な講義形式でなく、双方向での学びがあった

ことで、より深い学びとなった。 
 
【育成の評価と改善点】 
地域協創学Ⅰの時間だけでは、iPad の基本操作や、Google スライドの使い方などを丁寧に教える時間を確保することが
難しい。そのため、教科を横断して、日頃の授業で前もって身につけさせる工夫があると良い。例えば、情報の授業におい

て iPadを利用し、SGL活動の情報を共有しながら、必要なスキルを身につけさせる事などが考えられる。学校全体での、
協力体制の構築が必要である。 
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【授業の様子（写真）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【授業の概要と学びの狙い】 
各班において、新たな地域協働活動の内容を検討し、ポスターの制作と発表原稿の準備を進めた。また、他クラスの活動

の様子を見学する機会を設けた。 
新たな地域協働活動の提言を通して、主体性、協働性、探究力、発信力を総合的に培うことを狙いとしている。本時では、

クラス内で作業を進めていくだけでなく、他クラスの活動の進捗状況を確認させた。他の班の活動の状況を知ることで、ポ

スターの制作と発表原稿の準備がより活発にさせることを狙いとしている。 
 
【生徒の学びと教育的効果】 
新たな地域協働活動の提言内容について、具体的な企画を提言するよう助言している。誰を対象に、いつ、どこで、どの

ように実施するのかが明確になっていることが大切である。加えて、地域課題や地域の現状について、問題点として認識で

きるようなデータやエビデンスなどを調べるよう助言している。これらに説得力をもたせるために、グラフや表を活用する

よう促した。ポスターや原稿の作成を進める過程で、できる工夫は様々ある。それらを考えて実行することは、思考力や表

現力を養う効果があるように感じた。 
他クラスの活動の見学について、各クラス30分ずつの時間を割り振り、割り当てられた時間内において、他のクラスの様

子を自由に見学してよいこととした。自分たちとは異なる視点での提言の内容に、生徒は関心をもって見学する様子が見受

けられた。この活動では、交流学習の要素があったことから、他者を尊重する態度を育む効果があったと感じた。 
 
【育成の評価と改善点】 
ポスターの制作と発表原稿の準備に充てることのできる授業日は、あと1回を残すのみとなった。例年、発表原稿および

ポスターの作成にぎりぎりまで時間を要する班が多くみられる。余裕をもって完成させることで、発表本番の準備に時間を

かけることができるようになる。前年度の成果発表において、班のなかに、原稿を見ずに発表できる生徒が多くいると、聴

衆への説得力も強い発表となる傾向があった。良い発表原稿・スライドを作り上げることと同等に、発信する力も大切にさ

せたい。 
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【授業の様子（写真）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【授業の概要と学びの狙い】 
 ここまで作成を進めてきた発表原稿およびポスターについて、各クラスの担任による点検、指導を受け、改善、修正を行

う。 
 新たな地域協働活動の提言を通して、主体性、協働性、探究力、発信力を総合的に培うことを狙いとしている。次回の授

業はクラス内発表の予定となっている。クラス内発表に向けて、最終的な原稿、ポスターを完成させ、完成した班から、発

表の練習を進めていく。 
 併せて、授業の後半において、可能な範囲で花壇の様子を確認しに行った。 
 
【生徒の学びと教育的効果】 
 ポスター・原稿の制作について、授業時間が十分であったことから、作業は概ね順調に進んでいた。しかし、進捗状況が

芳しくなく、作業が滞っている班もあったため、授業者による助言、補助を適宜行った。また、ポスター・原稿が完成した

班から順に発表をシミュレーションし、その内容に修正を加えた。 
実際に発表してみることで、話すスピードや声のトーンを意識するようになり、自分たちが作り上げた発表をいかにして

人々に伝えるか、発信力の大切さに気づいた生徒も多くいた。このことから、完成したところから大きく修正する班も見ら

れた。 
  
【育成の評価と改善点】 
 生徒一人ひとりの主体性と仲間との協働、この2つを融和させることが、SGL活動を実りあるものにするために不可欠で
ある。班の中に、班員をまとめて活動を進める推進力のある生徒がいるかどうかで作業速度に大きな差がある。生徒たちの

リーダーシップの育成はもちろんのこと、いかにして教員がフリーライダーを作らないように、生徒たちに声かけをしてい

くかが大切である。 
 作業が順調に進んでいない班において、やはり能力のある生徒が一人で作業を進めている姿が散見された。一人に作業の

しわ寄せが行かないよう、一人の生徒に負荷がかかりすぎないように配慮が必要である。 
 また成果発表において、質疑応答の機会がある。これまでの授業の中でそういった場面設定をしてこなかったため、何を

どう質問していいかがわからない生徒が多いことが考えられる。今後の活動に向けて、質疑応答があるといった点を意識さ

せることで、成果発表を充実させたい。 
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【授業の様子（写真）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【授業の概要と学びの狙い】 
各班にて、新たな地域協働活動の提言に係る発表を画面収録することで、その成果を記録した。併せて、各クラスにおい

て、日本語による探究学習の成果発表を実施した。 
iPadを用いて画面収録し、その成果を記録しておくことで、その記録を次年度以降の振り返りの際に活用することを狙い

とした。 
後半は、各班で探究した新たな地域協働活動の提言を発表させ、その成果を共有した。また、他の班の発表とその内容につ

いて評価させた。発表を通して、他の班の活動とその成果を確認させ、自分の所属する班の活動と比較することで、自らの

学習のプロセスや効果についてメタ認知的な思考を身につけることを狙いとした。 
 
【生徒の学びと教育的効果】 
成果発表は各クラスにて実施し、各班7分程度の持ち時間で発表した。発表を聞いている他の生徒は配布された審査用紙

にて、グローバルな視点、地域課題の理解、地域協働活動の内容、調査・探究の深さ、発表力、発信力の５項目で採点し、

併せて発表に対するコメントを記入した。ルーブリック評価表を用いてプレゼンテーションに関する達成基準を具体的に明

示していたことから、目的意識を持って発表に取り組む様子が見られた。また発表を聞く姿勢は真剣で、他の班の提言内容

に対する関心の高さがうかがえた。ここまでの活動の総まとめに位置づけられる本時の活動は、学習に対する肯定的な態度

を育てる効果があった。 
 
【育成の評価と改善点】 
本時の活動は、主に主体性を獲得し、発信力を養うものであった。本来は学年を越えて、学校全体での成果発表をポスタ

ーセッションの形式で実施したかったが、新型コロナウイルスの感染拡大により、前時の授業が実施されなかったことで、

クラス内の発表のみとなった。各班の発表内容については、概ね良好であった。難しいテーマでありながら、それぞれの班

が地域課題の根拠を十分に調べており、論理的な提言となっていた。また解決手段についてもよく考えており、具体的な内

容であった。 
本時が今年度最後の活動となる。コロナ禍の中、様々な活動に制限のかかる状況ではあったが、こういう時だからこそ、

生徒たちは自分たちで考え、行動することができた。来年度も、同じクラス、同じメンバーで活動できれば活動内容がより

深まると考えている。しかし、新たなクラス編制となるのに合わせて、活動における班も新たな編制となる。今回の活動で

理解した地域課題を、生徒それぞれが来年度の活動に繋げていけるよう指導したい。 
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（２）総合的な探究の時間【 地域協創学Ⅱ】

年生の総合的な探究の時間「 地域協創学Ⅱ（ 単位）」は、「 」「 」「

」「 」の つで構成される。「 」ではグローバルな視点で を理解し、世界

規模のまたは世界の各地における解決すべき課題について考える。「 」では１年生での学びを踏

まえ、地元豊明市の地域課題について調べ、より深く考えることによって、より詳細で具体的な解決すべき

地域課題は何かを見いだす学びとなる。「 」では地域協創プロジェクトを企画し、実践する。これ

は地域課題の解決に向けた啓発物を開発するプロジェクトである。「 」ではベトナムで多文化共

生社会について学ぶ全員参加型の海外研修を実施する。しかし海外研修の実施が不可能になったため、オン

ライン研修として、カンボジア・シンガポール・パラオ・インドネシアについて学ぶ機会を設定した。

「 」について、昨年度の経験を踏まえて生徒たちがコンソーシアム関係団体と協働して地域課

題やその解決について考え、解決に向けた啓発物を開発する学びとなる。 ～ 人の各探究班のそれぞれが

地域調べをもとに地域課題を設定し、コンソーシアムの方々と協議したりアドバイスをもらったりして、自

分たちが設定した地域課題を解決するためにはどのような啓発物があればよいかを検討した。そして自分た

ちが考えた啓発物を実際に作成して地域の方々に提供することで地域課題解決につながったのかについて

検証することを行う。生徒自らが地域のさまざまな団体やお店などに開発協力やアンケートの実施などを依

頼して開発を実践するため、 年次よりもさらに地域課題解決に踏み込んだ学びになると期待される。

地域協創学Ⅱの年間授業計画

豊明市役所の各課や社会福祉協議会・国際交流協会、株式会社スギ薬局、株式会社 、青年会議所をは

じめ市内の飲食店やサロン、地域の敬老会など、実に多くの方々に高校生が地域課題解決に取り組むことに

ご理解をいただき、さまざまなご協力をいただいた。そうした方々のお力添え有って、啓発物を開発するこ

とができたと感じている。

回 日付 授業内容 

第1回 4月17日(土) SGL開講式、豊明市長・校長メッセージ、チームビルディング、SDGs1「貧困」 

第2回 5月 1日(土) 地元地域への理解、Think Globalアラカルト講座① 

第3回 5月29日(土) Think Globalカンボジアの貧困、地域協創プロジェクト：地域課題の発見 

第4回 6月 5日(土) 啓発素材内容検討、カンボジアオンライン研修 

第5回 6月19日(土) 啓発素材内容検討、パラオオンライン講義 

第6回 7月 3日(土) 啓発素材内容検討、シンガポールオンライン研修 

第7回 7月17日(土) 啓発素材内容検討 

第8回 9月 4日(土) 啓発素材内容検討・開発、 Think Globalアラカルト講座② 

第9回 9月18日(土) 地域課題解決のための啓発素材開発、現地調査 

第10回 10月16日(土) 地域課題解決のための啓発素材開発、現地調査 

第11回 10月30日(土) 地域課題解決のための啓発素材開発 

第12回 11月 6日(土) 地域課題解決のための啓発素材開発・完成、パラオオンライン研修 

第13回 12月 4日(土) 探究成果発表会のポスター・原稿作成、インドネシアオンライン研修 

第14回 12月18日(土) 探究成果発表会のポスター・原稿作成・発表準備 

第15回 1月15日(土) 探究成果発表会のポスター・原稿作成・発表準備・クラス内発表準備 

臨時休校 1月29日(土) ※新型コロナ感染症の急拡大により、臨時休校となった。 

第16回 2月 5日(土) 探究成果発表会（クラス内発表会）、セルフレコーディング 
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SGL地域協創学Ⅱの構想図 
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【授業の様子（写真）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【授業の概要と学びの狙い】 
今年度最初の 活動は、小浮正典豊明市市長よりのビデオメッセージを視聴することから始まった。高齢市民と外国人

市民の増加といったこれまでの豊明市の地域課題に加え、障がい者や への理解などの課題について、とにかく興味や関

心を持って欲しいとの助言をいただくことができた。その上で、 活動へ取り組む意義をしっかりと再認識し、高校生ら

しい柔軟な発想でこの豊明市を明るく元気にして欲しいとの言葉をいただいた。

その後、石田校長よりのビデオメッセージを視聴させた。失敗を恐れず、何事にも挑戦して欲しい。そのためにしっかり

とした準備をして欲しいとの言葉をいただいた。その後、何事も知ろうとする姿勢が大切であり重要になること、高校生だ

からこそ解決できることもあること、たくさんのことを知ればそれらが繋がっていくことになると激励していただいた。

ビデオ視聴後、１年間の活動をともにするチーム（班）を編制し、班毎の役割分担を話し合いによって決めた。そのうえ

で、各班の融和を図るために、まずは自己紹介、次に「 カルタ」に取り組ませた。

授業後半では、〔 探究〕 とは何かを理解させるために愛知県が作成したガイドブックを読んだ後、 目標１「貧

困をなくそう」に関する資料を読ませ、貧困から連想される つの言葉をならべてより深く「貧困」について考察させた。

その上で、貧困を断ち切るためには何を改善させることが重要かを話し合わせて、互いに発表をさせた。

 
【生徒の学びと教育的効果】 
今年度の活動の概要については担任が説明した。班編制と役割分担決めについては、生徒たちによる自主的な話し合いで

決定させた。班編制後のアイスブレイクでは［ カルタ］を用いて親睦を図った。新学年が始まってまもなくぎこちない

班もある中、生活の中の身近な課題から地球規模の課題にいたるまで、和気藹々と考えることができた。

後半の「貧困の輪」は、班によってその原因や影響が様々であり、「どこで断ち切るか」という議論に至っては様々な思考

が見て取れた。しかし、共通することは「貧困」が、やはりどこか他人ごと、日本以外のこととして捉えられているようで

ある。日本も決して無縁ではないことを感じる場面が必要である。

 
【育成の評価と改善点】 
班編制はこの一年間の活動を共にする、言ってみれば重要な部分でもある。班員のそれぞれが自己の役割をしっかりと認

識し、決して他人任せな状況にならないように仕向けなければならない。一方で、こちらからの指定で班を組むという方法

も考えられるが、生徒の自主性を損なう恐れも出てくる。期待することは、どのようなメンバーで班が形成されようとも、

その班員の持つ最大限のパワーで様々な思考や行動をやりきるということである。自分たちで決定した班員であるからこそ、

十分な成果が出るよう期待している。
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【授業の様子（写真）】 

【授業の概要と学びの狙い】 
昨年度、 年次のまとめとして地域課題解決に向けた提言を作成した本学年の生徒であるが、あらためて豊明市を根本か

ら見つめ直す取り組みを行った。前回、小浮正典豊明市市長より、豊明市の地域課題をビデオメッセージとして伝えていた

だいたが、より理解を深めるため、まずはその比較対象として自分の住む町の基礎データ（人口・世代・構成・外国人の数

と出身国、地域の魅力）を調べさせ、各班でその情報を共有させた。その後、豊明市の基礎データを調べさせ、自分たちの

町と比較することによって、豊明市が抱える高齢化市民と外国籍市民の問題を理解する試みとさせた。

こうして見つめ直した豊明市の地域課題について、自分たちの班が、高齢市民と外国人市民のどちらかの課題について検

討するかを決めさせた。その上で、選んだ課題で地域に生じる問題点を つあげ、根拠を示しながら順位付けをさせた。

【生徒の学びと教育的効果】 
自分の住む町の基礎データを調べる前に、まずは自分の知識だけで自分の町のことをまとめた。その後、インターネット

を使い、自分の町のことを調べたのだが、多くの生徒が自ら住む町のことをよく理解していなかった様子が見受けられた。

こうして得られたそれぞれの地域の基礎データと豊明市の基礎データを比較することによって、ただ単に数字を見ていた

だけの時よりも、あらためて高齢化市民や外国籍市民の多さに気がつくことができた。

生徒はさらにここから、自分たちの班がどちらの課題（高齢市民の課題か外国籍市民の課題）に取り組むかを検討してい

くが、なかなか結論を導くことができない班も見受けられた。

【育成の評価と改善点】 
本日の後半の活動は、アラカルト講座①であった。そのため、前半の活動として、自分の町と豊明市の基礎データを調べ、

比較し、発表するまでを行ったが、発表までも含めると、時間が不十分だったことは否めない。アウトプットにはしっかり

と時間配分をし、一つひとつの発表の機会を重要視していかなければならない。

後半のアラカルト講座においては、 の講座を開講することができ、世界中の様々な支援活動の経験を伺うことができた。

やはり、実際に経験してきた講師の先生の話はリアリティと説得力があり、生徒は目の色を輝かせて講義を聴くことができ

た。
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【授業の様子（写真）】 

【授業の概要と学びの狙い】 
昨年度のカンボジアオンラインツアーの様子を数分程度にまとめ、そのビデオを視聴させた。まずはカンボジアという国

の観光地を知ることから始め、知識として知っている範囲でのカンボジアのイメージを派生図①にまとめさせた。

その後、ＣＭＣ（一般財団法人 カンボジア地雷撤去キャンペーン）が現地で取り組んでいる様子をまとめたビデオを視

聴させ、カンボジアの地雷・教育・貧困について、より深い理解を促した。ここでもう一度、カンボジアのイメージを派生

図②にまとめさせ、派生図①と派生図②の違いについて、それぞれの班で話をさせた。その中から、支援すべき分野やテー

マを列挙させ、班としての意見をまとめた。

授業の後半は、 を用いて昨年度の探究成果発表データをホームページから確認させ、これから取り組んでいく啓発物

の開発をより具体的にイメージにさせる手法をとった。

【生徒の学びと教育的効果】 
本日の 活動では、次回の 月 日に行われるカンボジアオンライン研修に先駆けて、カンボジアについて事前学習を

行った。カンボジアの現状を知り、何を解決するか、どのように支援を行うか、その結果どのようなことが期待できるか、

各班で意見交換を行いまとめた。地雷や教育、貧困など、いまだに多くの問題が残っているカンボジアについて考えるのは

難しかったようだが、それでも活発にアイデアを出し議論を進めた。クラス全体での発表にも、工夫が見られた。

授業の後半は、昨年度交流した地域団体の方が抱える課題や地域の課題の解決に向け、啓発物の作成について考え始めた。

本日、本来であればコンソーシアムの方々をお招きし地域の現状や課題をお聞きするはずであった。しかし、このコロナ禍

ではそういったことも制約を受けてしまう。そこで気がついたことは、私たちのみならず地域の方々も不自由な生活を強い

られているはずだと言うこと。どのような課題に取り組むべきか、真剣な議論を行った。

【育成の評価と改善点】 
カンボジアの地雷・教育・貧困について、これほど真剣に考え、かつリアルに感じたことは無かった。これはある生徒が

漏らした感想である。日本にいては知ることのない現実が、世界のあらゆるところで起きている。まさに、 の目標の意

義を肌で感じた瞬間でもあった。

このようなことを感じる生徒は決して少なくはない。しかし、今回の授業のテーマが、カンボジアの地雷・教育・貧困を

取り扱ったものだからこそであり、やはり日常の生活の中ではそう感じる場面は少ないだろう。
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【授業の様子（写真）】 

【授業の概要と学びの狙い】 
これまでの活動によって、豊明市の抱える地域課題が見えてきた。その解決手段として、生徒たちが何をすればよいのか、

どんな啓発物を制作するのか、少しずつではあるが具体性を帯びてきた。

大切なことは、班で取り組む地域課題について、しっかりとした情報を集めること。昨年度の成果物を見たり、探究

成果発表動画を視聴したりして、ヒントを得ること。開発しようとする啓発素材の方向性が、課題解決に向かっている

こと、である。方向性に迷いがあれば、教員から助言する必要があるが、明確な道標は生徒の主体性を欠く結果になり

好ましくはない。このバランスを保ちながら的確な助言をした。 
生徒たちは話し合いを行った後、解決したい地域課題（設定）→ 課題解決につながる啓発物は何か（仮説）→ なぜそれ

が解決につながるのか（根拠）という流れに従って、各班の企画案がクラス内で発表した。

後半の活動は、カンボジアオンライン研修である。前回までの授業で、カンボジアの地雷・教育・貧困について学んでい

る。その上で、「内戦経験者の体験談」「地雷撤去活動団体職員の講義」「学校設立支援団体職員の講義」を受けられるオ

ンライン研修を設けることができたのは、今後の活動に大きな影響を与える重要な機会であったと捉えている。

【生徒の学びと教育的効果】 
現時点での各班が設定した地域課題と解決のための啓発素材、その素材でどのようにして地域課題が解決されるのか、を

簡単にまとめて発表した。ここで重要なことは、今日のこの発表の内容で今後の活動を進めていくべきなのか、ということ

を明確にすることである。そのためには、これからの活動において様々な情報を集め、多くの人（地域の方々やコンソーシ

アム関係者）から助言をもらい、多方面からの検討を重ね、原点に戻って地域課題とその解決案を見直すことも大切である。

間違いや違和感を覚えたら、直ちに修正していかなければならない。教員は常に鋭いアンテナを張り、生徒を見守っていけ

なければならない。

 
【育成の評価と改善点】 
本日は今後の活動を大きく左右しかねない活動内容であったが故に、あまり堅くなりすぎず、リラックスして多方面から

物事を考えることも必要である。そのためにも、後半の他国の実態を知りその解決方法を実際に目の当たりにしたカンボジ

アオンライン研修は、生徒にとってよい刺激となったはずである。
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【授業の様子（写真）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒の学びと教育的効果】 
 今回のオンライン講義では、早川理恵子先生（博士）より、パラオと沖縄の貧困、移民、犯罪とSDGsについての講義をい

ただいた。「パラオってどこ？」から始まり、あまりなじみの無いこの国が実は日本統治時代に栄え、発展してきたことはあ

まり知られていない。第一次世界大戦前後の日英同盟・国際連盟（現在の国際連合）・委任統治領、移民統治の状況、沖縄か

ら多くの日本人が移民していったその経緯などを詳しく教わった。 

 オンライン講義は通常の対面式授業とは異なり、お互いの反応を確認することが難しい。また、一方的な受け身型の講義

形式では退屈してしまう。そこで今回はあらかじめ二つの工夫（準備）をして望んでいる。ひとつめは、生徒には資料とし

て PDFを配信してある。生徒はこの資料を見ながら講義を受け、時には資料の一部を読み上げさせた。生徒にはどの部分を

読み上げるのかを指示しておくことで、スムーズな進行を続けることができた。もうひとつは、全生徒が参加している感覚

を持って臨めるように、Kahoot!（多肢選択問題を用いた学習ゲーム）を用いて、学年・クラス・班で問題の解答を競い合う

場面を設定した。全ての解答が終わった後に正答率のランキングが表示され、その結果に一喜一憂する場面もあった。 

 

【生徒の学びと教育的効果・育成の評価と改善点】 
 本授業の後、生徒全員が講師の先生に対し感想を送った。そのひとつを見てみると、「パラオで使われている言語に多くの

日本語が使われてびっくりしました。その理由が第一次世界大戦の勝利により得た委任統治権で沖縄(世界恐慌などにより

解雇された人 )々の人がパラオなどに移住したことにより、沖縄出身者を中心とした日本人移民が増えて日本語が普及した

ということを初めて知りました。また、パラオ沿海での魚の減少を理由にデモが起き、SDGsまで発展した事にびっくりしま

した。今日は貴重な時間を頂いてためになるお話をありがとうございました。」とある。 

 本校の生徒たちは、これから地元の豊明市の地域課題についてその解決を探っていく活動を行っていく。そういった活動

を、ただ単に地元だけを見つめるのではなくグローバルな視点からの解決を見いだしていくためには、今回のような日本以

外の国々の「今」と「現状」を知ることも重要だと考える。 

 本日の後半は、様々な情報とアイデアをもとに、地域課題とその解決につながる啓発素材開発案をまとめた。作成し

ようとする啓発素材が、課題解決に繋がるのかを、多方面から検証し、外国人市民・高齢市民への課題解決につながっ

ているのか、解決の糸口として自分たちで啓発素材を作成する方向性になっているのかを確認しなければならない。 
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【授業の様子（写真）】 

【生徒の学びと教育的効果】 
本日は、地域のコンソーシアムの方々が来校され、地元豊明市の現状や課題について具体的な話を聴くことができた。

「外国人市民と高齢者が輝く新たな架け橋プロジェクト」として、自分たちが設定した地域課題とその解決のための啓発

素材について、本当にこの地域課題は地元の人たちにとって重要なことなのか、開発しようとする啓発物は有益なのか、そ

のようなことを協議するにあたって、その立場から的確なアドバイスをいただくことができた。

後半の授業では、シンガポールオンライン研修を実施した。シンガポールでは、複数の宗教が同じ空間に存在し、お互い

を認め合いながら共存している、まさに多文化共生の国である。このことは地元を振り返ると、まさに外国籍市民が多いこ

の豊明市の地域課題解決への糸口になるのではないか。そのような期待を胸に、インターネットでは知ることのできない他

国の現状を届ける機会を設けた。

【生徒の学びと教育的効果】 
前半の活動では、コンソーシアムの方々のそれぞれの立場から的確なアドバイスをいただくことができた。特に新型コロ

ナウイルス感染症への感染対策から、本来であればさまざまな場所へ出向き、生の声を拾ったり、アンケートなどを実施し

たりして多くの意見を求めたいところではあるが、なかなか儘にならないところもある。そういったことからも、多くの方々

にご来校いただき、適切なアドバイスをいただくことができたのは、非常に有益であった。 
 
【育成の評価と改善点】 
後半のシンガポールオンライン研修では、前回のカンボジアオンライン研修と同様、グローバルな視点からの見地を身に

つける絶好の機会となったはずである。今年度も実際に海外での研修を実施することができない。そういった意味では、オ

ンラインではあるが、海外の様々な現状を知る機会を設けることは、十分な意義があると考える。
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【授業の様子（写真）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒の学びと教育的効果】 
前回と同じく、本日は、地域のコンソーシアムの方々が来校され、地元豊明市の現状や課題について具体的な話を聴くこ

とができた。前回と異なるのは、班によっては他クラスへ出向き、これまで関わりの無かったコンソーシアムの方々との相

談やアドバイスをいただくことができた点であろう。そのような生徒の相談事にもご対応くださったコンソーシアムの方々

に感謝し、敬意を表する。 

 

【生徒の学びと教育的効果・育成の評価と改善点】 
 コンソーシアムの方々から、的確なアドバイスやヒントをいただくことができたことは、生徒にとって今後の活動に大き

な道筋ができたと感じる。可能な限り複数回このような場を設けたいと考えるが、一方で新型コロナウイルス感染症の拡大

が収まらない。今後、生徒たちは学校外でのフィールドワークへと進むことになるが、制限のある中での最大限の活動を期

待してやまない。 

 本日後半の活動は、各班で設定した地域課題と、その解決に向けた啓発素材の案をクラス内で共有することであった。本

日は、1 学期最後の授業であったため、夏休み中に活動できることはあるのか、あるいはしておかなければならないことは

あるのか、そういった観点からも、現時点での構想をクラス内で発表し共有することができたことは意義があったと考える。 
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【授業の様子（写真）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒の学びと教育的効果】 
 第 2学期最初の授業である。第 1学期には、コンソーシアムの方々より多大なるアドバイスとヒントをいただいた。2学

期以降、生徒は学校外に出て活動を行うことになる。本日はその確認と各班に与えられた予算の使い方、会計の方法と確実

性、交通費として利用するmanacaの取り扱い方法、そして何よりもコロナ禍ならではの行動制限と周りへの心遣いなどを指

導した。また、現在の新型コロナウイルス感染症拡大の中では、なかなかコンソーシアムの方々を訪問し活動することは困

難であることから、コロナ禍でも最大限可能なことを模索しながらの、第2学期スタートであることを指導した。 

 後半の活動は、多文化共生アラカルト講座の第2回目である。5月1日の第1回と同様、本校に10名以上の講師をお招き

し実施することを計画していたが、やはりここでも新型コロナウイルス感染症拡大の影響をうけてしまった。急遽、すべて

の講座をオンラインにて実施することを提案し、講師の先生方もわずかな準備期間でご対応していただくことができた。 

 

【生徒の学びと教育的効果】 
 学校の外での活動を行うに当たって様々なことが心配される。生徒の迷惑行為や地域住民とのトラブル、交通事故や所有

物の紛失・盗難など。もちろん、これらはこの授業中のことに限ったことではなく、日常生活の中でも十分に注意していか

なければならないことであるが、やはり生徒の活動が正規の授業中であることから、より一層の注意喚起をしていかなけれ

ばならない。教師からは十分にそれらの指導を行っている。生徒にはその自覚が十分に備わっていることを期待している。 

 後半の活動は、これから望む地域課題への解決の糸口へのヒントを、グローバルな視点を持って取り組んでほしいとのこ

とから企画した多文化共生アラカルト講座である。インターネットで調べたり、参考文献を見て学んだりという活動からは

想像できない、経験者であるからこそ伝えることができる様々な国での活動を、生徒に知ってもらう機会であった。事後の

感想文からは、やはり普段の生活からは知ることのできない様々な事柄に対しての学びがあったことがうかがえた。 

 

【育成の評価と改善点】 
 オンラインでの多文化共生アラカルト講座を実施するに当たって、一方通行にならないように講師の先生方には可能な限

り生徒への問いかけをしてほしいとの依頼を行った。一方、こちら側で実施できることとして、本校は全生徒がiPadを所持

していることから講義中のどのタイミングでも講師の先生へリアクションができるよう、講座ごとに使用できるチャットを

準備した。今回は急な提案であったが、このことは十分有効に活用できる手応えを感じることができた。 
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【授業の様子（写真）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒の学びと教育的効果】 
 本日はそれぞれの班が現地踏査や啓発物作成のための事前調査、必要な部材の調査・購入など、学校の外に出て活動する

ことを可とした。したがって終日外での活動を行う班、前半はこの日の行動計画をたて、後半はその計画をもとに外へ行く

班、校内に残ってインターネットで調査をしている班など、班によって行動はさまざまである。 
それぞれの班の活動は、例えばハザードマップや地域の危険な坂道などを制作する班は現地調査が必須であり、まずは外

へ出かけることから始めなければならない。現地で人に会って聞き取り調査などをする際は、あらかじめアポイントメント

を取らなければならない場合もある。失礼のない態度を心がけるように指導した。こういったひとつの行動に対するあらか

じめ段取りを組むことも、生徒にとっては大きな学びのひとつにつながるであろう。 
それぞれの班が、「地域の課題解決のために開発する啓発素材は○○である」という、自分たちが立てた地域課題解決への

仮説にしたがって、探究を進めている。 
 

【生徒の学びと教育的効果】 
 2学期の今後の活動は、啓発素材の開発がメインである。そのためには、地域のことをより詳しく知り、多くの情報（声）

を集め、コンソーシアムの方々や地域の方々からのアドバイスをもとに、作業を進めていかなければならない。 

 ここで大切なことは、それぞれの班がチームとして動いているか、チームとして到達目標を定めているのかということで

ある。つまり、班の誰かがやればよい、何もせず待っていればできあがっていく、というようのものではないということで

ある。班の一人ひとりが、それぞれの役割への自覚を持って行動する必要がある。そのなかで、人と話をすることが得意な

生徒、データをまとめるのが得意な生徒、様々な視点を持って考えることが得意な生徒、文章や図柄を上手に使いまとめる

のが得意な生徒など、各自の得意な分野での役割を持たせること、それぞれが活躍する場面を設定することが重要である。 

 

【育成の評価と改善点】 
 本日早速フィールドワークに出かけた班はやはり行動的なメンバーがそろっているようであり、コンソーシアムの方々と

のコンタクトも活発である。土曜日にもかかわらず、豊明市役所の方に対応していただいた班もある。 

それぞれの活動がそれぞれの自主性をもって行動できている印象を受けたが、外での活動ということもあって、見えない

部分もあるはずである。細かなところにもアンテナを張って、生徒たちの行動を見守っていく必要性を感じた。 

64



3  SGL            10  10 16   
 

 
 

  

 
        TG  Think Global   TL  Think Local   AG  Act Global   AL  Act Local  

 

 

 

 

 

     
1  
2  
3  
4  
 

SGL  
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SGL

 
 

 
 

 
 

 
11

 
 

SGL
 

 
 

 

 
 

manaca  
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

65



66 
 

【授業の様子（写真）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒の学びと教育的効果】 
 11月に実施されるSGL宮崎・鹿児島研修への準備を同時進行で行いつつ、生徒は班ごとに地域課題解決に向けた啓発素材

の開発に取り組んでいる。とにかく現地へ出向き、そこへ行かなければ気がつかない「何か」を求めて活発に行動している

班も見受けられる。また、外国籍市民と接点を「会話」や「交流会」とするのではなく、「食」から入り込むことを考えた班

もある。「食」は万国共通、おいしいものはおいしい。ベトナムで一般的なメニューを和風にアレンジし、そのレシピを作成

した。異なる国籍の人々が、相互理解を「おいしい」から始める。なかなか高校生らしい発想ではないか。 

 

【生徒の学びと教育的効果・育成の評価と改善点】 
 啓発素材を制作していくにあたって、現地調査や実際の行動が欠かせない段階となってきた。大雑把ではあるが、作成す

る啓発素材の形が見えてきたので、それが地域課題の解決手段として有効であるかどうか、確認が必要である。苦労して制

作したとしても、それが人々に求められていなかったり、不十分なものであったりしたら、企画を練り直さねばならない状

況にもなりかねない。このような重要な局面を迎えている班も現れてきたことから、教師側による生徒への声かけも重要に

なってくる。しかし、生徒たちの発想を潰したり、終着点を曲げたりすることは厳禁でもある。生徒にとっても教員にとっ

ても、この時期の活動は様々な意味において、重要な局面である。 
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【授業の様子（写真）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
【生徒の学びと教育的効果】 
 前回の授業と同様に、本日は最初に 11月に実施される SGL宮崎・鹿児島研修での班別研修計画を立てることから始めた。 

本来であれば、ベトナム海外研修にて、日本とは違う様々な現状の理解、国の課題、地域の開発状況などを学ぶ海外研修旅

行を実施したかったのだが、やはり世界的規模の新型コロナ感染症拡大の中では、私たちの行動が大きく制限されてしまう。

言ってみれば、世界規模の課題である。この課題解決に向けて、私たちは国境を越えた協力体制を整え取り組んでいかなけ

ればならないことを実感している。 

 さて、班ごとに地域課題解決に向けた啓発素材の開発の取り組みをしているが、先述したようにこのコロナ禍では、様々

な行動の制限を受けている。地域の方々とのコミュニケーションを密にすることもままならない現状がある。それでも、生

徒たちは最小限の行動を持って、最大限の成果を得ようとしている。 

 

【生徒の学びと教育的効果・育成の評価と改善点】 
 海外研修が中止となり、目的地を変更しての SGL宮崎・鹿児島研修となった。しかし、地元を離れ、普段の生活とは異な

る地域を見て回ることも重要な学びのひとつだろう。今回の研修旅行での班別行動も、普段の地域課題解決の取り組みで行

動を共にしている班単位での行動となる。九州といった普段の生活とは異なる地域での発見が、地元での課題解決の一助と

なる研修旅行となるように願ってやまない。 

 次回以降、前半と後半で異なる活動を計画している。したがって、学校の外へ出て地域を調べたり、コンソーシアムの方々

とアポイントを取ったりすることは、時間的な面から難しくなっていく。それでも、必要に応じて行動する班があるので、

その活動をいかに支援していくかが、今後の課題となるだろう。 
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【授業の様子（写真）】※次週の活動はSGL宮崎・鹿児島研修となる。その記録写真を載せておく。 
 

 

 

 

 

 

SGL宮崎・鹿児島研修結団式 石田校長より 

                    宮崎県日南市の海岸で漂着したものを集めている様子（ビーチコーミング） 

 

 

 

 

 

 

 

ビーチコーミングで拾い集めたものから珊瑚礁や貝殻、シーガラスなどを瓶につめ、液体ロウで固めて作ったジェルキャンドル 

 

【生徒の学びと教育的効果】 
 最初に、次週より実施される SGL宮崎・鹿児島研修の結団式をオンラインで行った。石田校長より、SGL宮崎・鹿児島研

修の意義・目的、現地で学んできてほしいこと、非日常的な経験をしてほしいこと、そして特進コースが 100名、仰星コー

スが70名という大きな集団で行動することの大切さと心配りを経験してほしいというお言葉をいただいた。 

昨年は、新型コロナ感染症拡大のため、この研修旅行自体実施することができていない。今年は、目的地こそ変更したが、

研修旅行が実施できることへの感謝の気持ちもしっかりと持ってほしいと思う。 

 その後、地域課題解決のための啓発素材の完成を目指してそれぞれの班が活動を継続して行った。啓発素座の完成締め切

りが迫っていることから、後半のオンライン研修まで時間がない中、どの班も集中して作成に取り組む様子がうかがえた。 

 本日後半は、パラオオンライン研修である。もともとは SGL海外研修旅行の事前学習として設定していたものである。し

かし、目的地こそ異なるが、海の自然が豊かな宮崎県を訪れ、いまだに火山灰が降り注ぐ鹿児島県を訪れる生徒にとって、

このオンライン研修は、それぞれの地域課題の発見や解決へのヒントを得るための有効な事前学習へとつながるであろう。 

 

【生徒の学びと教育的効果】 
今年度の研修旅行は、新型コロナ感染症の流行のため目的地を変更しての実施となるが、それでも海の豊かさを守るため

の取り組みについて学ぶ機会を設定することができた。実際にこの研修旅行で、生徒は宮崎県の美しい海に漂流するプラス

チックゴミや軽石、珊瑚のかけらなどを拾い（ビーチコーミング）、いかに自然が破壊されているかを目の当たりにした。同

時に、自分たちのわずかな行動が、この自然を守っていくことにつながることも体験した。この経験を、どのようにして地

元の課題解決へと結びつけるのか、生徒の新しい発想と奇抜なアイデアを期待してやまない。 

 

【育成の評価と改善点】 
 今回のオンライン研修では、パラオ共和国の「海の豊かさを守る(SDGs14)」取り組みや課題などについて伺うことができ

ました。珊瑚礁やマングローブの現状、環境保護についての話を聞き、特に美しい海が当たり前の現地の子供たちにとって、

この環境をどのように意識して維持していくのか、という観点は非常に感慨深いものであった。決して他の国のこととして

捉えず、環境を守っていくことはどこの国であろうと、どこの地域であろうと同じであることに気がついてほしい。 
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【授業の様子（写真）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒の学びと教育的効果】 
 いよいよ成果発表準備の時期となった。昨年度は実施できなかったポスターセッションを行うべき、ポスターと発表原稿

の作成に取りかかる。発表の原稿は、①発表のタイトル ②地域課題への関心・疑問 ③地域の人やコンソーシアム関係者

からの助言内容 ④設定した地域課題 ⑤地域課題であるが故の根拠 ⑥解決策への仮説 ⑦関連する SGDs ⑧作成した

啓発物 ⑨解決への道筋・成果はどうだったのか、についてしっかりと伝える内容を作成するよう指導した。 

 授業後半は、4 回目のオンライン研修となる。今回も当初予定していた国では無く、世界的な新型コロナウイルス感染症

の蔓延のなか、可能な場所としてインドネシア・バリ島からの研修となった。全 4回のオンライン研修を通じて、生徒たち

はそれぞれの国の抱える課題やコロナ禍で生じる問題を学んだ。教室にいながら、リアルタイムで世界中の「今」を見て、

知って、学べるのは ICTの技術が発展した現代だからこそ為し得ることである。しかしながら、その土地の空気を吸い、そ

の土地の食べ物を食し、その土地ならではの現状を肌で感じることはできない。一日も早いコロナ禍からの脱却を願ってや

まない。 

 

【生徒の学びと教育的効果】 
 啓発素材の開発を終え（一部の班は引き続き啓発素材の開発を行っている）、探究成果発表会への準備を進めた。本日のイ

ンドネシアオンライン研修も含めて、様々な機会や手段を通じてインプットを行ってきた。この一年の大きな終着駅として

設定した探究成果発表会に向けて、実りある成果発表ができるように、しっかりと準備するよう指導した。 

 後半のインドネシアオンライン研修では、やはり観光業がメインのバリ島においては、観光客の減少が経済に大きな影響

を受けていることが問題となっている。しかし、通常観光客で埋め尽くされる海の環境が非常に良くなり、現在非常に美し

い海に戻りつつあることが指摘された。バリ島では、観光業と自然を守ることのバランスが今度の課題となるだろう。 

 

【育成の評価と改善点】 
 啓発素材の開発については、一部の班を除き予定通り進んだ。しかし、地域への提供、成果物を用いた実践に係る活動に

ついては、その取り組み状況にばらつきがあった。地域への提供、実践には外部との連携・連絡が必須であるが、コロナ禍

においては、外部との連携がなかなか取られない状況にあることが要因として考えられる。制作した成果物が効果的に活用・

実践されるための指導、声かけを継続的に行い、また授業者が適切に手助けすることで、実践に係る活動を充実させたい。 
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【授業の様子（写真）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒の学びと教育的効果】 
 本授業にて、第 2学期最後となる。本時を含め残り3時間にて探究成果成果発表会への準備（ポスター作成、発表原稿作

成、発表練習）をしなければならない。そのスケジュールをしっかりと生徒に伝え、限られた時間で最後まで行うよう指導

した。そのような中で、地域のグループホーム「ぴぃす」を訪れ、探究成果発表に向けて利用者にアンケートを実施したり、

これまでの活動に対するインタビューを実施したりして、発表に必要な情報を得る活動を行った班もあった。 

 また、生徒自身によるルーブリック評価表を用いて2学期の活動に対する自己評価をさせた。ルーブリック評価表を用い
た自己評価は、主体性・協働性・探究力・発信力の各項目について、4段階のレベルで評価させた。あわせて、2学期の活動
について簡単にまとめ、振り返らせた。自己の現状を客観的に認識し、次の課題を考えさせることで、自己評価能力を伸ば

すことを狙いとした。 
 

【生徒の学びと教育的効果】 
最も活動が進んでいる班は、探究成果発表のポスターと発表原稿の作成の作業に目処が立っていた。あるクラスでは、全

体の進行を意識づけるため、ひとつの班に発表の練習を実施していた。発表までまだ多くの時間と準備が必要とされる班は、

かなりのスピードアップを強いられることになる。 

 本日のまとめとしてルーブリック評価表を用いた自己評価を実施した。ワークシートを用いて評価させたが、それだけで

なく、2 学期のまとめや振り返りを記入する欄があり、熱心に取り組む様子が見られた。取り組み状況から、新たな努力へ

の意欲と方法づけに効果的であるように感じた。 
 

【育成の評価と改善点】 
 3学期の活動は1年間の活動のまとめ、成果発表が中心となる。今年度は第1学年と第2学年がお互いに成果発表を行い、
相互評価を行う形式を計画している。学年やクラス（コース）を超えた発表会となるため、発表の経験が生徒の自信につな

がり、今後の活動にも良い影響があることを期待している。そういった面からも充実した発表会となるよう指導し、短期間

での準備となるため時間を有効に活用するよう工夫したい。 
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【授業の様子（写真）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒の学びと教育的効果】 
 3学期最初の授業となる。はじめに、今学期のルーブリック評価表を確認させ、本時を含めて 3回の授業の中で目指すべ

き目標を十分に理解させた。冬休み明けということもあり、各班はこの休みの期間のうちに探究成果発表会に向けてポスタ

ー作成や発表原稿の作成を行った。このポスターや発表原稿は本校が採用しているクラウドサービスの Google Workspace 

for Education を活用してデジタルで作成しており、ひとつのポスターや原稿を班員全員で共有し、誰でも・いつでも・ど

こでも編集が可能である。同時間帯に作業をすれば、生徒同士が離れた場所に居ても意見を出しながら編集・作成が可能で

あることから、学校が休みの期間においてもある程度の作業が進められる。まさに、学びの場所が限定されることは無い。 

 さて、本時は次回の授業にて全体への探究成果発表会に向けてコースごとの発表会を行うことから、クラス内での発表練

習をメインに活動した。特に発表の手順や内容、順番などの検討をしっかりと行い、スムーズな発表が進行されるよう検討

しながらの練習となるように指導した。また、発表を聞く側にあっては、発表後の質疑応答が発表内容をより充実したもの

になるような質問ができるような質問内容を心がけるよう指導した。 

 

【生徒の学びと教育的効果・育成の評価と改善点】 
 どの班も、次回のコース間発表練習に向けてしっかりとしたクラス内練習ができた。また発表までの手順を話し合い、ポ

スターを準備する役割や発表の順番など、細かなところまでポスターセッションを想定した練習を行うことができた。 

 しかしながら、現在、新型コロナウイルス感染症の罹患者が急激に増えており、学級閉鎖となったクラスもある。2月5日

(土)の探究成果発表会に向けて、実施の内容や方法を検討しなければならない状況にある。 

※実際に、次回（1月29日(土)）は臨時休校となったため、残り1時間となった。したがって、探究成果発表会の運営方法

※法を検討し直す必要が出てきた。 
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【生徒の学びと教育的効果】 
 1 年間の総括として計画していた探究成果発表会であるが、コロナ禍において、学年やクラスの枠を超えた相互発表・相
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どの班も、臨時休校により準備に要する時間が十分とは言えない状況での探究成果発表ではあったが、ここまでの 1年間

をふりかえりながら、設定した地域課題やその理由、解決に至るまでの過程や失敗を乗り越えた時の経験談、取り組みへの

難しさや、道筋が開けたときの達成感など、意義のある発表内容であった。 

 

【生徒の学びと教育的効果】 
 どのクラスの班も、締めくくりとしてふさわしい発表を行った。発表後は質疑応答の時間を設けた。発表内容に対する疑

問や苦労した点、さらには発表内容をより引き立てる質問が数多く見受けられた。 

発表者は、一年間班で行ってきた活動の成果を示したポスターの文字や写真やグラフなどを指しながら、的確な言葉で視

聴者に伝える経験ができた。視聴者は、発表者のその発表がより充実したものとなるような質問を心がけながら、発問して

いた。その後、①グローバルな視点 ②地域課題の理解 ③地域協働活動の提言内容 ④調査・探究の深さ ⑤発表力・発

信力の 5項目について、5段階の評価を行い、それらを集計することによって、クラス内での最優秀発表を選出し表彰を行

った。今回のクラス内発表会を実施したことで、一年間の活動に対して一段落をつけることができ、本時の授業内容は総括

としてふさわしい内容であった。 

 

【育成の評価と改善点】 
 クラス内という限定ではあるが、探究成果発表会が行えたことは学習者にとって非常に意義があったと考える。しかしな

がら、やはり学年やクラスを超えた発表会ができなかったことは非常に悔いが残る。コロナ禍という悪条件が様々なところ

で障害となった一年であったが、生徒たちは「できない」ことより、「何ができるのか」を常に追い求めてきた。この思考は、

まさに探究活動あってのものであり、この思いを大切にこれからも探究活動に臨んでほしいと思う。 
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（４）学校設定教科：SGL語学【SGL英語Ⅰ】 

コミュニケーション力アプローチとして、「SGL 語学」を学校設定教科とし、１年

次の教育課程では学校設定科目「SGL 英語Ⅰ（1 単位）」の研究開発を行った。ネイ

ティブ教員による少人数授業の実施により、英語の Speaking 技能と Listening 技能

のブラッシュアップをすることによって、英語でのコミュニケーション力の向上を

重点においた研究開発に取り組んだ。英語で他者と会話する力、自分の考えを英語

で発表する力、異なる意見を持つ相手と英語で理解し合う力を育成する。 

また、今年度は昨年度に続き、コロナ禍の中で対面授業が制限された。その中で、

ICT を活用した試みとして、各生徒に学校から提供されている iPad を用いて授業内

での動画撮影、音声録音、Speaking テストの録画などを行った。自ら話している姿

を客観的に観察することで、自身の発音や話しかたの改善点を見出して、結果とし

て相手に伝わりやすい Speaking 技能の向上に繋げられた。回数を重ねるごとに、生

徒の取り組みの姿勢の違いも見受けられ、より活動的な授業を行うことができた。 

 

a. 学習の到達目標 

これらの指導内容に基づき、学習の到達目標として、学習内容は CEFR の A2

から B1にレベル設定し、B1以上の運用能力育成を目標とする。（図１参照） 

 

図１Can-do リスト 

CEFR   Listening               Speaking 

 

Grade 

B1 

  

 

短い物語も含めて、学校、日常生活で、出

会う、ごく身近な事柄について、標準語で

明瞭に話された英語なら普通に理解でき

る。 
英語のネイティブ・スピーカーが標準語で

話し、発音もはっきりとしていれば、比較

的長い講義・議論の要点を理解できる。 

1. 自分の関心のあるさまざまな話につ
いて、ほどほどの流暢さで説明や意

見を述べプレゼンテーションができ

る。 

2. 自分のよく知っている話題につい

て、簡単なディベートができ英語の

ネイティブ・スピーカーの質問にも

的確に答えることができる。 

 

Grade 

A2 

 

 

(1) ゆっくりはっきりと話してもらえればスポ

ーツや料理などの一連の行動の指示を聞い

て理解し、指示通りに行動することができ

る。 
英語のネイティブ・スピーカーがスピード

やポーズなどにある程度配慮して話をすれ

ば、おおよその内容を理解することができ

る。 

1. 自己紹介をしたり、時間・日にち・
場所について質問したり、事前に準

備した身近なトピックについて短い

話 ができる。 

2. 英語のネイティブ・スピーカーと、
自分のことやなじみのある話題につ

いて、英語で短いやり取りをするこ

とができる。 

 

b. 定期テストと 5段階評価の算出方法 

定期テストは 1学期期末、2学期期末、3学期学年末の年 3回実施する。テス

ト内容は担当ネイティブ教員の作成した Listening テストと事前に指定した内

容でネイティブ教員にスピーチを行う Speakingテストの 2つを行う。5段階評

定の算出方法については、テストの配点に授業参加点、課題提出点の 4 つの配

点を各 25点、合計 100点とする。 
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c. 評価の観点及び評価の方法 

評価の観点及び評価の方法は以下の図の通りで行う。（図２参照） 

 

図２ 

 関心・意欲 

・態度 
思考・判断 技能・表現 知識・理解 

 

 

観 

点 

 

英語を話すことによ

って積極的に相手と

コミュニケーション

を図ろうとしている

か。 

場面や目的に応じて

必要な情報や自分の

考えを英語で相手に

伝えようとしている

か。 

相手が英語で話すこ

とを理解している

か。また自分が伝え

たいことを英語で話

しているか。 

英語を話すために必

要な語彙や表現など

の言語運用知識を身

に着けているか。 

 

 

方 

法 

 

・日常の授業態度 
・Speakingテスト 

 

・スピーチ及び発表 
・Speakingテスト 

 

・スピーチ及び発表 
・Speakingテスト 
・Listeningテスト 

・スピーチ及び 
発表 

・Speakingテスト 
・Listeningテスト 

 

d. 使用教材 

仰星コース、特進コースの使用教材は以下のとおり。 

 

SGL英語Ⅰ【仰星コース・特進コース】 

  「Listening Platform2」いいずな書店 

SGL英語Ⅰ単独での展開のため、教科書は日常会話ベースのものだけでなく、

講義スタイルやニュース、ラジオ形式などの幅広い題材を取り扱っている。

日常会話だけでなく、様々な場面を想定したリスニング力の向上を図る。授

業では、ネイティブ教員から正しい発音、表現、言い回しを学ぶ。 

 

e. 年間学習計画 

    仰星コース、特進コースの年間学習計画は以下のとおり。（図３参照）両

コースともに教科書に沿っての学習（ウォームアップ・リスニング・ディクテ

ーション）に加え、生徒同士での活動の様子の動画撮影を行う。ペアワークの

際は録音して見返すなどの時間を取ることによって、反復学習の時間を作り、

英語を話すことに対する苦手意識をなくすよう試みた。 

   

図３ 仰星コース年間学習計画 
学習単元 学習方法 評価のポイント  

1.お使いに行く 

 

 

 

2.土曜の計画 

 

 

  

・会話の中で必要な情報の取捨選択

をして、重要情報の把握をする。 

・日常会話の中で、会話の流れを把

握し、なにをするのか理解する。 

・ 

・重要な情報の把握をできて

いるか。また、うまく伝え

られるか。 

・会話の流れを理解し、予定

を把握できるか、そして伝

えられるか。 
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3.家事の手伝い 

 

 

 

4.どれをかおうか？ 

 

 

 

5.言いたいこと、わか 

った？ 

 

 

 

6.昨日したこと 

 

 

7.レストランのコマー 

シャル 

 

8.何と言って答えよ 

う？ 

 

 

9.ニュース番組を聞こ 

 う 

 

 

10.友人の家への行き方 

 

 

 

11.デパートにて 

 

 

 

12.図や表を手掛かりに 

 

 

 

13.ネルソン・ダムにつ 

いて 

 

 

14.新しい制服 

 

 

 

さまざまな言い回しをする位置の

把握をする。 

 

物を特定する際の描写を理解し、

その物を把握する。 

 

 

・会話の中で言い換えをした内容を

理解して、会話を把握する。 

 長めの会話を聞いて、その話の概

要を理解、把握する。 

 

 たくさんある情報の中で、必要な

数字・金額を聞き取る。 

 

 これまでの応用表現を理解し、使

用する。 

 

 実際のニュースを聞き、話の要旨

を把握する。 

 

 道を伝える際の言い回しを理解

し、道順を把握する。 

 

 店員とお客さんの会話を聞き、必

要なものを推測する。 

 会話と視覚情報を照らし合わせ、

必要な情報を把握する。 

 講義の内容を聞き、必要な情報を

ノートに取る。 

 

 会話のなかで言い換えられている

物事を正確に把握する。 

 

 場所をうまく理解できる

か。その言い回しを身に着

けているか。 

 描写を理解し、伝えたいも

のを把握する。また、伝え

る。 

 会話の中でよくある言い換

えを理解できるか。そし

て、その言い換え技法を使

えるか。 

・長文を聞き、何をしたのか

話の概要を把握できるか。 

・細かな数字や金額を把握

し、うまく伝えられるか。 

 これまでの位置・描写の表

現や言い換えの手法を使

い、応用表現を使用する。 

 ニュースを聞き、その要旨

を理解・把握できるか。そ

してそれを伝えられるか。 

 言い回しを理解し、道順の

把握ができるか。また、実

際に案内ができるか。 

 必要な情報を聞き出すこと

ができるか。また伝えるこ

とはできるか。 

 耳から入る情報と手元にあ

る視覚情報から必要な情報

を把握できるか。 

 講義を聞き、重要事項をノ

ートに書きとることができ

るか。内容を把握できる

か。 

 テーマについての会話の中

で、言い換えられている情

報を正確に把握できるか。 
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15.ホテル選び 

 

 

 

16.ディスカッションに 

参加 

 

 

 

 

17.プロジェクトの説明 

 

 

 

 

18.学園祭の準備は順 

調？ 

 

 

 

19.レストランの営業報 

  告 

 

 

20.美術館の歴史 

 

 与えられた情報の中で必要な情報

の取捨選択をする。 

 

 話者の立場を把握し、主張を理解

する。 

 要望指示を把握し、その指示に従

う。 

 会話の流れでするべきことを推測

する。 

 グラフなどの複雑な視覚情報と会

話を照らし合わせ、必要な情報を

把握する。 

 施設の講義を聞き必要な情報をノ

ートに取る。 

 与えられた情報の中で必要

なものを取捨選択し、答え

を導くことができる。 

 賛成・反対両者の立場を把

握し、主張を理解できる

か。また、自身もその立場

で意見を伝えることができ

るか。 

 ビジネス会話の中で指示を

理解し、実行する。同様に

自身も伝えることができる

か。 

 会話の中で必要な情報を整

理し、今後すべきことを推

測できるか。そしてそれを

伝えられるか。 

 会話と複雑な視覚情報を順

次に理解し、必要な情報を

把握できるか。 

 説明を聞く中で情報を取捨

選択できるか。また、必要

な情報をノートに取ること

ができるか。 

 

 

f. 定期テストの様子 

1学期期末、2学期期末、3学期期末と行った Speakingテストでは、SGL活動

で行った内容と関連付けた内容でスピーチ原稿を作成することによって関連性

を意識づけた。原稿内容は提出課題として事前に提示することにより、授業

内、または SGL活動内に原稿案を考えるよう促した。 

「SGL 英語Ⅰ」では、ネイティブ教員による原稿案の添削、テスト前の発音、

言い回しのチェックを徹底することにより、生徒の英語を話すことに対する苦

手意識をなくすよう取り組みを進めていった。 

また、2 学期からは原稿内容に基づいたスライドを作成し、スライドを使用

しながらの発表形式での Speaking テストを実施することにより、より実践的な

スピーチスキルを英語で行うよう、Speaking 力に加え、プレゼンテーション力

の向上を図った。それに加え、内容設定を学期ごとに難しくしていくことによっ

て生徒のチャレンジ精神を磨いた。Speakingテストの様子は以下のとおり。 
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1学期「どのように人を助けたいか」 

 生徒は SGL 活動にて SDGs について学び、また、アラカルト講座などで、実際に世

界で活躍する方々の講義を聞き、様々な社会課題について学んだ。その経験から、自

らは何ができるかを想定し、英語でプレゼンテーションを行った。生徒は、今の自分

がしていること、すぐにでもしたい事を英語で述べた。視覚イメージを使わないスピ

ーチに多くの生徒は苦労をしている様子がうかがえた。 

 

 

2学期「他国の SDGs活動について」 

 2学期では SGL活動で学んだ他国の問題や、4か国のオンラインバーチャルツアーを

終えて、各国の現状や SDGs に対する取り組みについて学ぶことができた。この経験

を踏まえて、生徒が関心のある国ではどのような SDGs に対する取り組みがされてい

るのか、各自が調べ、日本と比較し、どのような点が進んでいるのか、また自国に取

り入れたい活動かをスライドや写真にまとめて発表した。1 学期に比べ、スライドや

写真を見せることによって、多くの生徒がスムーズにスピーチを行うことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3学期「SGL活動での学びを将来どのように役立てたいか」 

 最後の振り返りということで、生徒にはこの学びを将来の自分はどのように役立て

て行くのかをテーマに発表をしてもらうよう指示した。1 学期の発表と比べると、SG

ーの学びを将来の夢と絡めて、実現可能な行動目標を立てる生徒が多くいた。そのほ

かにも、スライドの見やすい工夫や、発表時のアイコンタクト、スピーチの際の間の

取り方などを工夫して完成度の高いプレゼンテーションを行う生徒も見受けられた。 
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（５）学校設定教科：SGL語学【SGL第 2外国語】 

SGL 第 2 外国語では、地元豊明市で急増するベトナム人との交流を促進させるため

にベトナム語の学習に取り組む。そして、11月の全員参加型ベトナム海外研修は、ベト

ナム語学習の成果を発揮する場としたい。4月から 9月までの授業はベトナム語の学習

とし、10 月からの授業は英語の学習という複数言語の学習を計画する。ベトナム語学

習については、ベトナム語の文字の学習から始め、挨拶や自己紹介などをベトナム語で

理解し、表現できるようになることを目標とする。英語学習については、SGDsの理解を

深めるために、17 の持続可能な開発目標に関連した英語の長文を読解することで、海

外研修や探究学習に関連する内容を展開する。英語学習のレベルは CEFRの A2（英検準

2 級レベル）から B1（英検 2 級レベル）に設定し、B1 以上の読解力を身につけること

を目標とする。授業担当者は、ベトナム人講師 2名と外国語(英語)科教員 1名の 3名と

する。 

【SGL第 2外国語のシラバス】 

教科・科目・単位 教科：SGL語学  科目：SGL第 2外国語  単位：１単位 

対象学年・コース 学 年：2学年  コース：仰星コース・特進コース 

必履修・選択 必履修 

学習の到達目標 

ベトナム語学習については、ベトナム語の文字の学びから始まり、その後、挨拶や

自己紹介などをベトナム語で理解したり、表現したりすることができるようする。 

英語学習については、SGDsの理解を深めるために、17の持続可能な開発目標に関

連した文章を題材に、CEFRの B1以上の読解力を身につけることを目標にする。 

テキスト 
【ベトナム語】自主制作教材 

【英   語】読解力と表現力を高める SDGs英語長文  三省堂出版 

評価の観点 

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解 

〔ベトナム語〕 

ベトナム語の基本

的な表現を習得し

ようとしている。 

〔英語〕 

SDGs に関わる諸問

題を知り、理解しよ

うとしている。 

〔ベトナム語〕 

学んだ表現を用い

て相手に伝えよう

としている。 

〔英語〕 

課題解決に向けて

自分の考えを持と

うとしている。 

〔ベトナム語〕 

挨拶や自己紹介な

どのやりとりが成

り立っている。 

〔英語〕 

SDGs に関する文章

について、内容を正

しく理解している。 

〔ベトナム語〕 

ベトナム語の文字

や基本的な語彙を

身につけている。 

〔英語〕 

英文を理解するた

めに必要な語彙を

身につけている。 

 

評価の方法 

学習状況から、①参加態度（スピーキングの技能を含む）、②提出課題、③リスニ

ングのテスト、④ライティングのテストの 4項目において、A・B・C・D・Eの 5段

階で評価する。 

授業担当者 

4 月から 9 月まではベトナム語を学ぶため、星城大学のベトナム人留学生 2 名と

SGL 開発部の外国語(英語)科教員 1 名が授業を担当する。10 月からは SGL 開発部

の外国語(英語)科教員 1名が授業を担当する。 

96



97 
 

 ベトナム語の講師は、地域協働コンソーシアムを構成する星城大学の協力により、ベ

トナム人留学生を派遣していただいた。ｸﾞｪﾝ ｳﾞｧﾝ ﾆｬﾝさん（星城大学経営学部 4 年）、

ﾄﾞｱﾝ ﾃｨ ﾀﾝ ｶﾞｰさん（星城大学経営学部4年）、ｸﾞｪﾝ ﾃｨ ｽｴさん（星城大学経営学部3年）

の 3 名で、ﾆｬﾝ講師が主にベトナム語の文字と日常会話の学びを担当し、ｶﾞｰ講師とｽｴ講

師が主にベトナム文化の学びを担当した。 

 ベトナム語と文化を学ぶ授業の実施に向けて、授業計画の作成を星城大学学修支援課

にご協力いただいた。 
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第 1回 SGL第 2外国語（5月 12,13日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最初の授業は、講師の自己紹介とベトナムの国名・国旗・位置・都市などについて学

び、生徒たちはクイズに答えながらベトナムに興味を持ち始めた。 

 

第 2回 SGL第 2外国語（5月 26,27日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この授業では、ベトナム語の文字の学習がはじまった。ベトナム文化では、民族・紙

幣・日本との関係を学ぶことで、ベトナムに対して親近感を持つことにつながった。 

 

第 3回 SGL第 2外国語（6月 2,3日） 
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 ベトナム文化では国花・衣装・帽子について学び、ベトナムにも伝統文化があって継

承されていることがわかった。ベトナム語では、簡単なあいさつの学びが始まった。 

 

第 4回 SGL第 2外国語（6月 9,10日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ベトナム語は、文字の学習が順調に進んできている。ベトナム文化では、名所を題材

に学ぶことで、生徒たちはベトナムに行ってみたいという気持ちになってきた。 

 

第 5回 SGL第 2外国語（6月 16,17日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回の授業では、ベトナム語の特徴について学んだ。英語とよく似た文字と日本語に

はない「声調」による言葉の使い分けの学びは、生徒にとってとても新鮮であった。 
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第 6回 SGL第 2外国語（6月 30日,7月 1日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ベトナム文化では、ベトナム建国の父と言われるホー・チ・ミン氏がベトナムの人々

にどれだけ尊敬されているかを中心に学び、ベトナム語では自己紹介の練習が始まった。 

 

第 7回 SGL第 2外国語（7月 7,8日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ベトナム文化では、有名なベトナム料理のフォーや生春巻きなどについて学び、ベト

ナム語では、お互いに趣味を質問し、回答するための会話を新たに学んだ。 

 

第 8回 SGL第 2外国語（9月 8,9日） 
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 ベトナム語の文字をすべて習い終わり、文字の読み方の総復習をした。ベトナム文化

では、日本の文化と比較しながら、文化の違いに焦点を当てて学んだ。 

 

第 9回 SGL第 2外国語（9月 15,16日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ベトナム文化では、昼寝の習慣や毎日家族と電話することなど、日本にはない文化を

学んだ。ベトナム語では挨拶、ご飯の誘い、趣味の応答などの会話の総復習をした。 

 

第 10回 SGL第 2外国語（9月 29,30日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最後の授業ではベトナム文化の総復習をした。ベトナム語では生徒がペアになって自

己紹介を練習し、生徒全員が何も見ずにベトナム語で自己紹介できるようになった。 
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（6）Think Global探究【アラカルト講座】 

今年度の SGL地域協創学では、2回の多文化共生アラカルト講座を実施することができた。昨年度

同様、海外での研修が新型コロナウイルス感染症の世界的な蔓延により、全く実施できない中、生徒

たちにいかにしてグローバルな学びを与え、グローバルな視点を持たせられるかが我々の大きな課題

である。 

 

・第 1回多文化共生アラカルト講座 R3.5.1 

 

各種資料やインターネットを使って、SDGsの学び、グローバルな学びを生徒たちに提供してはい

るが、やはり実際に志を持って海外で活躍された方々の生の声は、そのような経験のない生徒たちと

って、刺激的で好奇心を強く持つ学びの機会となるだろう。 

今年度のアラカルト講座も、可能な限り沢山の講座を用意し、人数を教室単位に小分けしての実

施である。 

用意する講座は全部で 10講座。1年生、2年生、3年生の枠、クラスの枠を取っ払って、自分が興

味のある講座、聴きたいと思う講座を自ら選ぶ方式を採用した。理由は自分で選ぶという主体性が、

生徒たちにとってこの講座がより価値あるものに高められると感じたからである。 

まずは講師の先生方の手配ということで、本校海外交流アドバイザー兼地域協働学習実施支援員の

古藪真紀子氏にご指導とご助言を賜り、古藪氏のご協力のもと、JICA中部にもお声かけしていただき、

海外での活動経験の豊富な方々10名を集めていただいた。 

我々が重視した点は、海外での経験が豊富であることはもちろんのこと、できるだけ年齢が生徒に

近い人、熱量を持って熱く生徒に語りかけてくれる人を集めていただきたいということである。それ

は、国際貢献、国際交流に対して熱い思いを持った身近な大人を生徒たちに感じて欲しかったからで

ある。 

 

・第 1回多文化共生アラカルト講座の様子（ R3.5.1 ） 
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生徒たちには事前に10講座を提示し、この中から自分が受講したいものを3つ選ばせ、3年生の第

一希望を優先しながら、振り分けを行った。概ね第一希望通りの受講であったが、一部の1年生には

第2、第3希望になることがあった。 

講師の先生方は実体験に基づく具体的な話を生徒たちに語りかけてくれ、スライドを使って説明し、

時にグループディスカッションやグループワークの時間を設けて、生徒たちが飽きないように工夫を

しながら講義を進めていただいた。 

古藪氏のご尽力のおかげで、若く、熱量を持った講師の先生方を集めることができ、実際に海外で

社会貢献活動に身を投じた方々の生きた言葉を聴くことで、生徒たちにとってグローバルな視点を持

つことの重要性を知る良い機会になったと感じている。また、自らが選択した講座を受講したことか

ら、受け身の姿勢ではなく、より能動的に話を聴けたのではないかと思われる。それは、講演後も残

って講師の先生方に今回のテーマについて質問をしている姿が見られたことからもうかがえる。 
さらに数名の生徒ではあるが、実際に将来このような活動がしたい、そのためには今何をすればい

いのでしょうか、と言った質問があったとうかがった。まさに、この生きたアラカルト講座を実施し

た成果だと強く感じている。 
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・第 2回多文化共生アラカルト講座 R3.9.4  

 

 第1回多文化共生アラカルト講座に続き、第2回多文化共生アラカルト講座を実施するに当たって、

前回第 1希望の講座を受けることができなかった生徒が第 1希望の講座を受講できるよう、準備を進

めてきた。また、本校海外交流アドバイザー兼地域協働学習実施支援員の古藪真紀子氏のご尽力によ

り、講座の数を前回よりも多く設定することができ、生徒にとってはますますの充実したグローバル

な学びの機会になるよう期待を込めて準備を進めてきた。 

 ところが、ここへきて新型コロナウイルス感染症の爆発的な感染者数が報告され、講師の先生方を

本校へお招きすること自体が困難な状況に陥ってしまった。もちろん、この講座に対して準備を進め

てきたのは生徒や教員だけでなく、講師の先生方も同様である。延期か、形を変えてでの実施か、ま

たは中止か、非常に難しい選択を迫られたが、講師の先生方を含めた協議の結果、全ての講座をオン

ライン形式で行うこととした。この選択肢を快くお引き受けいただいた講師の先生方へは感謝と敬意

を示すほか無く、生徒にとって貴重な学びの場を失うことなく実施できたことはこの上ない喜びであ

る。 

 なお、オンライン形式での実施に当たっては、一方通行的な講座とならないよう、講師の先生方に

は可能な限り生徒への問いかけを行って欲しいとの要望を出したのだが、こちら側としても何かでき

ないかと考えた末、一つの可能性を見いだすことができた。それは、本校生徒は全員 iPadを所持して

いることから、講座の受講生徒全員と講師の先生をチャットルームで結びつけ、講義中のどのような

タイミングでも講座への反応や質疑応答ができる体制を整えたことである。 

 実際には、急遽な提案であったこと、生徒自身がチャットルームへの書き込みに不慣れなことなど

により、活発なやりとりは行われなかったが、あらかじめこのような環境を構築しておけば、かなり

有効な手段になり得る、つまりオンラインならではの環境を活用した相互なやりとりが十分に行える

可能性があることを見いだすことができたと感じている。 

 

・チャットルームへのリンクをそれぞれ以下のように準備し案内をした。 
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・第 2回多文化共生アラカルト講座の様子（ R3.9.4 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 外部講師の方々にオンラインで途上国の開発支援についてのアラカルト形式で講座を行った。講師

の方の経験を踏まえ、その国について、その国の人柄について知ることができた。文化や考え方、価

値観など日本とは大きく異なる中、講師の方がご苦労されたことや成し遂げたことなど、貴重なお話

をうかがうことができた。チャット形式の質疑応答では、こちら側の質問や小さな反応も一つ一つ拾

っていただき、とても丁寧に説明をしていただくことができた。 

 日頃、日本人の集団の中で生活をしていると、海外についてあまり身近に感じることができないが、

この講座を受けて興味や関心が深まった人も多くいるのではないだろうか。今日の講座を機に将来の

進路選択に、海外に関連する事柄が加わった生徒もいるときいている。 

 

今回実施したアラカルト講座では、想像以上に生徒たちが興味・関心を持って話を聴いていた。コ

ロナ禍の中、海外研修が中止となる中でも、生徒たちはグローバルな事柄に興味・関心を持ち続けて

いたことを嬉しく思うと共に、次年度以降も新型コロナウイルスの影響で海外研修は厳しい状況であ

ることは予想されることから、いかにグローバルな視点を持った学びを与え続けられるか、その工夫

をする必要性を強く感じている。 
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（７）Act Global探究【オンライン研修】 

 

 昨年度、11月に実施予定であったベトナム海外研修、12月に実施予定であったマレーシア海外研

修が新型コロナウイルス感染症の拡大により中止となった。このことを受け、急遽企画・実施したオ

ンラインツアーであるが、オンラインツアーというものがどのようなものであるのかも分からずの実

施であったために、観光ベースの内容の実施にとどまったという反省がある。 

 そうしたことから、今年度は「オンラインツアー」という名称をやめ、「オンライン研修」と名を変

えての計画・実施をすることとなった。その目的は、今年度も同様に中止となったベトナム海外研修

とマレーシア海外研修に変わり、Act Global探究の目的を達成することにある。かつ、「ツアー」か

ら「研修」としたことで、それぞれの学びの趣旨と目的をしっかりと定め、ただ単に各国の観光地を

巡るだけにとどまらず、その国々の現状や課題、その解決へのヒントまでをしっかりと伝えてもらい、

グローバルな視点を生徒に身に付けさせることにある。 

 これらのことから、今年度はこのオンライン研修について 4回実施の計画を立てた。年度当初想定

した国は、カンボジア・ベトナム・パラオ・マレーシアの 4か国である。カンボジア・ベトナムに関

しては昨年度に引き続き 2回目の実施であるが、他にパラオを設定した理由としては、第 2学年の研

修旅行先である八重島諸島の自然環境とパラオの自然環境とに共通した部分が多数存在しており、ま

た、かつて日本統治時代に沖縄の先住民がパラオに移り渡りパラオの経済発展に大きく寄与した歴史

を持つ国であることから、八重島諸島研修旅行の事前学習として最適な国であると感じたからである。

また、マレーシアを設定した理由については、一昨年のマレーシア海外研修での学びと成果が著しい

ものであり、残念ながら今年度もこのマレーシア海外研修が実施できないことから、少しでもこの国

の学びの機会を設定したいと言う思いからである。 

 結果的に、これらのオンライン研修を計画していた国々も、日本と同様、新型コロナウイルス感染

症の拡大に見舞われ、国によってはロックダウンになってしまったことにより、オンライン研修の実

施ができなくなった。先が見えるなかでの延期であれば、感染拡大が収まるまで待てば良いのだが、

日本の状況を見ても先の見通しがつかず、このような中、最良の選択としてオンライン研修ができる

国で実施をするという運びとなった。これらの理由により、今年度オンライン研修を実施した国は、

カンボジア・シンガポール・パラオ・インドネシアとなった。 

 

・カンボジアオンライン研修の様子（ R3.6.5 ） 
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 カンボジアオンライン研修の主たる狙いは、「内戦経験者の体験談」「地雷撤去活動団体職員の講義」

「学校設立支援団体職員の講義」である。生徒たちは事前に、カンボジア地雷撤去の様子をまとめた

ビデオなどを見ながらカンボジアの基礎知識を学んでいた。しかし、やはり内戦経験者の生の話を聴

くと、その想像を遙かに超えた生々しい話に息を呑みながら没頭していた様子が見て取れた。  

 以下にこのオンライン研修を聴いた生徒の感想文を抜粋する。 

現在のカンボジアの学校では内戦についてあまり正しい情報を詳しく教えてはいないと言うこ

とだったので、意外でした。なかなか情報が手に入りにくい状況だからなのか、ただ辛い歴史を伝

えにくいだけなのかわからないけど内戦を経験したことのない私たちにとって勉強になりました。 

 地雷は人を殺すためだと思っていたけど、怪我をさせるための地雷だったり、戦車を壊すための

地雷だったり、さまざまな種類があってとても恐ろしい物だと改めて感じました。 

私は、実際の地雷の様子を見られたことが一番の衝撃でした。地雷はもっと大きいものと思って

いたけれど、思ったより小さかったのが驚きでした。小さいのに人の命を奪ったり、怪我をさせて

しまったりする脅威があるのでとても恐ろしいと感じた。 

今日大きく３つのお話を聞いて、今の自分たちがいかに恵まれているかを再認識させられまし

た。講師の方の話を聞いているとかなり昔のことのように聞こえるのに、実際はたったの 20 年前

のことだったりすることに衝撃を受けました。 

 現在、カンボジアはまだ発展途上国で様々な問題がある状況ですが、何十年も経てばいずれかは

先進国として力を持ち、その時には日本は少子高齢化により経済難に陥っているとも考えられま

す。そのような状況になった時、おそらく日本は他の先進国に助けてもらうことになり、このよう

に考えると世界は助け合いの精神が大切だと気付きました。 

 今私たちは本当に恵まれた環境にあり、そして教育を受けて世界の問題なども容易に知ることが

できます。これは当たり前のことのように思えますがとても大きな武器だと思います。そのような

ものを使って情報を集めて世界にある様々な問題や現実を知って私たちにできることを小さなこ

とでも実践していきたいと感じました。 

 

・シンガポールオンライン研修の様子（ R3.7.3 ） 
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当初予定していたベトナムオンライン研修は、ベトナムの新型コロナウイルス感染症蔓延のため、

ベトナムがロックダウン（特定地域もしくは建物へ入ったり、そこから出たり、その中を移動したり

が自由にできない緊急の状況）となり、実施することができなかった。そのため代替国ではあるが、

シンガポールでの研修を実施することになった。 

このシンガポールオンライン研修の主たる狙いを、「多文化共生の理解」に定めた。特にテロックア

イヤーストリート（複数の宗教が存在する通り）は、おしゃれなカフェやバー・レストランが軒を連

ねる若者に大人気の場所であるが、同時に木々や植物などが多数存在し、緑豊かな環境となっている。

シンガポールの旅行・観光には欠かせないこの場所には、実は複数の宗教が同じ空間に存在しており、

まさに多文化共生の一端を担っている場所でもある。 

 以下にこのオンライン研修を聴いた生徒の感想文を抜粋する。 

講義を受ける前まで、多国籍な国はオーストラリアのイメージが強かったのですが、シンガポー

ルでも、マレーシアや中国など、色々な国籍の方が住んでいるということが分かりました。また、

話を聞いて民族の格差や差別などの問題は無いのかと疑問に感じましたが、それらの問題は多くは

なく、差別も取り締まっていると聞き、良い国だなと思いました。 

1 つの国の中にも多文化、多言語、多民族が存在しているため私たちは偏見なくそれらを理解し

ていかなくてはならないと思いました。一方でシンガポールの人々は人種に関わらず生活してお

り、民族紛争などが起こってないというのは国民に理解があるということだと見受けました。 

私は今日の講義を聞いて、初めにシンガポールの人口比率で中華系の人々が 7割以上を占めてい

ることに驚きました。また、他にも様々な人種の人々が住む多文化多様化社会であるということに

凄く興味が湧きました。英語を共通言語としているのも国民のコミュニケーションやアイデンティ

ティを大切にした考えから成り立ったものだというのも大統領の国への愛を感じました。 

テロックアイヤーストリートのオンライン観光では、様々な文化の建物が建てられていて、より

多文化国家であることが知れました。そして、中華系の民族が政治の実権を握っているのにほかの

民族にもちゃんと平等に権力が与えられていたり、宗教的な差別が全くなく、それを厳しく取り締

っていることや、文化系統ごとに大統領を順番で変えていたりすることから本当に多文化多様化社

会に適した国だと思いました。実際に食事をしている人のインタビューでも文化を気にしながら食

事を取っていることから一人一人が文化を大切にして生活していることが伺えて優しい国だと思

いました。治安が良いのもとてもいいと思います。コロナがおさまったらいつか観光して様々な文

化に触れたいと思いました。 

 

・パラオオンライン研修の様子（ R3.11.6 ） 
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 今回のパラオオンライン研修は、第 2学年が実

施する予定であった八重島諸島研修旅行の事前

学習という意味合いも含まれている。先述したよ

うに、沖縄とパラオには密接な関係が存在し、ま

た、マングローブをはじめとする自然環境にいく

つもの共通点を見いだすことができる。 

 このような観点で、パラオオンライン研修を企

画・実施したのだが、実際は研修旅行の時期にな

って、沖縄県には新型コロナ感染症拡大に伴い、

蔓延防止措置がだされた。その関係で、研修先を

急遽宮崎・鹿児島に変更して研修旅行を実施しな

ければならなくなった。 

 以下にこのオンライン研修を聴いた生徒の感想文を抜粋する。 

パラオが日本の真下にあることを知れた。国旗の中心の丸が少しずれていることが気になり、調

べてみると、日本との関係のことが出てきて、日本と仲が良かったのだと知り、親近感を感じた。 

マングローブは中学生の時社会で習い、どのような植物なのか知りたかったので、映像で実際に

見られてよかったです。今回話を聞いて、海はとても繊細な生物体でできていると感じた。もっと、

身の回りの自然から大切にしたいと思う。イルカの飼育がプールではなく、そのまま海で飼育して

いることがとても良いと思った。水温によってカメの性別が決まることを初めて知り、30度以上だ

と、メスということなので地球温暖化でメスが多くなってしまうのを防ぐためにも、まずは電気を

使いすぎないや、ビニールの削減などと、自分の身の回りからできることをやりたい。美しい自然

にいるからこそ、環境教育が大切という話を聞いて、とても納得した。 

パラオには様々な種類の動植物が存在している一方、環境問題によってそれらは絶滅の危機に瀕

しているということが分かりました。私たちの生態系を守るには環境問題に興味を持って世界のた

めに自分に出来ることをすることが大切だと思いました。また、パラオのような環境問題に対して

真剣の向き合う国が増えたらいいなと思いました。 

パラオという国の名前は知っていましたが、パラオの海洋問題のことや珊瑚礁のことは知らなか

ったのでとても勉強になりました。サンゴが多いと、色々な種類の魚が集まってくることが出来る

が、地球温暖化などによりサンゴが減ってしまうと、絶滅してしまう動物も出てくると知りました。 
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しているということが分かりました。私たちの生態系を守るには環境問題に興味を持って世界のた

めに自分に出来ることをすることが大切だと思いました。また、パラオのような環境問題に対して

真剣の向き合う国が増えたらいいなと思いました。 

パラオという国の名前は知っていましたが、パラオの海洋問題のことや珊瑚礁のことは知らなか
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・インドネシアオンライン研修の様子（ R3.12.4 ） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第 4回目となるオンライン研修であるが、やはり当初計画していたマレーシアオンライン研修がマ

レーシアのロックダウンにより、計画を断念するに至った。この時点で、日本を含むアジア各諸国は

新型コロナウイルス感染症の多大な影響を受けている。この状況の中、多くの制限はあったもののイ

ンドネシアオンライン研修を実施できたことは奇跡に近いともいえる。 

 このインドネシアオンライン研修の主たる狙いを、「宗教と民族文化、伝統料理」に定めた。期待通

りの講義を聴くことができたが、今回は「日本人が海外で働くことの意義」も合わせて講義していた

だくことができた。実際にインドネシアで働く日本人スタッフの経験を踏まえた話は、将来の目標と

して海外で働くことが視野にある生徒にとって、実に有意義な時間となった。 

 以下にこのオンライン研修を聴いた生徒の感想文を抜粋する。 

バリ島に宗教があることを初めて知ったし、バリヒンデュー教と言うことを初めて聞きました。

サカ暦の時にバリ行って外出できなかったらとても悲しいなと思った。バリ島の調味料の色からし

てすごい辛そう、でも料理は美味しそうでした！ 

 インドネシアのバリ島にあるお寺は日本のお寺とは全然違うと思いました。日本だと、木製の建

物が多いけど、バリ島のお寺はほぼ石で作られていて、伝統的なダンスもあって日本のお寺の厳か

な感じとは逆だと思いました。それから、バリ島は観光業で成り立っていると言っていたので、コ

ロナウイルスで大きな打撃を受けたのではないのかなと思いました。 

インドネシアの文化や食事などについて知ることができて楽しかったです。 

松尾さんの海外や異文化に対する柔軟な考え方やポジティブな姿勢がすごいと思いました。自分

が将来海外に行くかは分かりませんが、そのような考え方や姿勢を持てるようになりたいと思いま

した。 

バリ島の食事や観光名所に加え、海外で働くということのハードルとメリットを知ることができ

たのが良かったです。視野を広く持ち、自分の可能性を信じて頑張りたいなと思えました。 
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・パラオオンライン講義の様子（ R3.6.19 ） 

 年度当初予定していた 4回のオンライン研修以外にも、本年度はオンラインによる講義を 1度実施

することができた。オンライン研修とは違い、現地の生の映像や状況を見て学ぶ機会とは異なるが、

インド太平洋の海洋安全保障と開発学を専門とする早川理恵子先生（博士）より、パラオと沖縄の貧

困、移民、犯罪と SDGsについて学ぶ機会を設けていただくことができた。 

 

 最初に、パラオ共和国について、その場所やパラオ語には日本語が多く含まれている所以、日本に

もパラオにも存在する借用語などをクイズ形式にして詳しく説明していただいた。 

 次に、第一次世界大戦前後の日英同盟・国際連盟（現在の国際連合）・委任統治領、移民統治の状況、

沖縄から多くの日本人が移民していったその経緯などを詳しく教わった。 

 

 

 

 

 

 

途中、特別ゲストの英国王立国際問題研究所研究員のクレオ・パスカル女史とアメリカのマイアミ

より中継を結び、太平洋の島々の貧困・移民・犯罪などについても伺うことができた。 

 

 

 

 

 
英国王立国際問題研究所研究員    
クレオ・パスカル女史     

 

さらに、「パラオと八重山の SDGs」と題して、大変参考になるお話をしていただいた。特に、「持続

可能とは誰にとって持続可能なのか？ 開発とは？ 目標は誰が決めて誰が確認するのか？」という

問いかけに言葉を失う場面もあり、西表島のヤマネコ、石垣島空港問題、魚がいなくなったパラオの

海洋保護区について、非常に学びに繋がるお話もいただくことができた。 
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（８）探究成果発表

探究成果の発表内容は、１年生が花溢れる街づくりプロジェクトでの経験を踏まえた「新たな地域

協働活動の提言」、 年生は地域協創プロジェクトでの「啓発素材開発の実践報告」である。発表形式

については、当初の予定では校舎の フロアを使い、時間で区切った８ターンのうち、２ターンが発

表、 ターンが視聴・評価という相互的な発表活動・評価活動を計画していた。

しかしながら、この探究成果発表会でさえ、コロナ禍においては予定通り実施することができず（ク

ラスを超えた移動や交流を極力避ける必要が出てきた）、その準備を予定していた日さえも、学校全体

の臨時休校という状況に陥ってしまった。それでも、この状況下でできることは何か、どうやったら

最小で最大の探究成果発表ができるのか、そんなことを模索した結果、最大限できることはクラス内

での発表会と、作成したポスターを元にして の画面収録機能を使用し、探究成果発表動画を作成

し、学年・クラスを超えて視聴することでの共有であった。

上の割り振り表は、当初予定していた形での探究成果発表会のタイムスケジュールである。実際に

は実施できなかった案であるが、記録としてここに記しておく。

令和 年 月 日、先述したように予定していた形での探究成果発表会は実施できなかったが、各

クラスにおいて、クラス内の全班が探究成果発表を実施することができた。発表ポスターをホワイト

ボードに貼り付けて、ポスターセッション形式にて発表を行った。各発表後には質疑応答を実施し、

お互い発表についての評価も行った。そして、その相互評価によって各クラスの優秀発表を選出した。

どの班も、臨時休校により準備に要する時間が十分とは言えない状況での探究成果発表ではあった

が、ここまでの 年間をふりかえりながら、設定した地域課題やその理由、解決に至るまでの過程や

失敗を乗り越えた時の経験談、取り組みへの難しさや、道筋が開けたときの達成感など、意義のある

発表内容であったと感じている。
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・発表の様子（写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・クラス内発表優秀班（各クラス1位） 

 

 1年 1組 C班 タイトル：楽しくリサイクルを知ろう！ 

 1年 2組 E班 タイトル：☆ 世代を超えたcommunication ☆ 

 1年 3組 E班 タイトル：Toyoake With Nature ～ 自慢できるより良い街を目指して ～ 

 1年 4組 E班 タイトル：Circle Project 

 2年 1組 C班 タイトル：言語の壁をなくそう!! ～ アプリを使った言語学習 ～ 

 2年 2組 A班 タイトル：Creating a place where young can gather and sllver generation 

can enjoy. 

 2年 3組 C班 タイトル：Leads to smiles "SugoroQ" 

 2年 4組 A班 タイトル：日本人と外国人の文化の違い 

 2年 5組 C班 タイトル：私をまもっプ！ ～ 新田町・阿野町の安心・安全マップ ～ 

 2年 6組 F班 タイトル：コッペパン体操 

 

 どの班も甲乙付けがたく、内容も充実しており、また発表の態度も立派であった。自ら設定した地

域課題に対する真摯な取り組みを一枚のポスターにまとめあげ、これをもとに発表をするというこの

経験は、かれらの高校生活への自信にも繋がり、またこれからの人生に中でも必ずや大きな「糧」に

なるに違いない。 
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・1年生の探究成果発表タイトル一覧 
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昨年度に引き続き、本校が中心となり文部科学省共催にて全国高等学校グローカル探究オンラ

イン発表会（Glocal High School Meetings 2022）を今年度も実施することができた。 

 この大会に、日本語発表部門として 2年 5組 C班、英語発表部門として 2年 1組 C班が、学校

代表として出場した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公式ホームページ URL: https://www.seijoh.ed.jp/glocalhsm/ 
 

日本語発表部門出場班：特進コース 2年 5組 C班 

 発表タイトル： 私をまもっプ！ ～ 新田町・阿野町・安心安全マップ ～ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

英語発表部門出場班：仰星コース 2年 1組 C班 

 発表タイトル：Creating a "PLACE" where elderly people can gather which is also comfortable for young 

people 〜 Proposal of 【Machikado Terrace】〜  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 結果は、日本語発表部門の特進コース 2年 6組 C班が銅賞、英語発表部門の仰星コース 2年 1

組 C班は銀賞を受賞した。 
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４．

全国高等学校グローカル探究オンライン発表会の開催

新型コロナウィルス感染症のまん延に伴い、生徒たちが探究成果を発表する場が失わ

れてしまった。特に、全国の高校生が集い、お互いの探究成果を発表する場が無くなる

ことは、生徒たちが目標の一つを失い、他校の発表から刺激をもらう機会を失うことに

なる。この状況を打開するために、自分たちの手で新たな探究成果発表会をつくろうと

決心した。全国のほとんどの高校がオンライン会議用のアプリを活用している状況から、

を活用した新たなオンライン発表会を企画すれば、コロナ禍であっても全国から多

くの学校が参加できるのではないかと考えた。

新たな探究成果発表会の立ち上げとなった昨年度の「

全国高等学校グローカル探究オンライン発表会」は、文部科学省初等中等教育局高

校改革事業担当の方々と大会審査員長の松本茂先生、九里学園高等学校の鈴木精先生、

昭和女子大学附属昭和中学校・高等学校の勝間田秀紀先生、和歌山信愛中学校・高等学

校の大村寛之先生の協力を得て、文部科学省共催によるオンライン大会を開催すること

ができた。大会には全国のグローカル型地域協働推進校・事業特例校・アソシエイト校

の中から 校が参加した。

今年度は第 回大会となる「 全国高等学校グロー

カル探究オンライン発表会」を開催した。前年度と同様に、文部科学省初等中等教育局

高校改革事業担当の方々から支援を受け、前述した 校の先生方には大会委員の役割を

担っていただいた。また、一般社団法人 の理事長で物理学博士の岡本尚

也氏を大会審査員長にお迎えし、発表内容の審査と参加生徒への講話を通して大会運営

にご協力いただいた。大会には全国のグローカル型地域協働推進校・事業特例校・アソ

シエイト校の中から 校が参加した。

大会要項の作成や大会 の作成、参加校への連絡、大会運営委員会の開催、 の接

続テスト、当日の大会運営、表彰状の作成、大会報告書の作成など、関係する業務はか

なり多かったが、全国のグローカル型地域協働推進校・事業特例校・アソシエイト校の

生徒が一堂に会して、お互いの探究成果を発表し合い、学び合う機会をつくれたことは、

時間をかけて準備するだけの意義や価値があったと思える。本校生徒だけでなく、グロ

ーカル探究に取り組む同じ仲間である全国の高校生にとって、有意義な学びの場をつく

れたことは、本校のカリキュラム研究開発の基盤となる「共生・協働・協創」というキ

ーワードに合致するものと言える。

本大会の開催にあたり、多くの皆さまから大きなお力添えをいただいたことに、心か

ら感謝の気持ちを伝えたい。また、本校のカリキュラム研究開発の指定期間が今年度で

終了することから、来年度の大会開催については慎重に検討していきたい。

以下は、 全国高等学校グローカル探究オンライン

発表会の大会報告書の内容である。
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５．評価と課題

（１）ルーブリック評価

「外国人市民と高齢市民が輝く新たな架け橋プロジェクト」をテーマにした 活動

においてグローカル人材を育成するために、次の つの観点から生徒を評価する。そし

て、その評価はルーブリック評価表を用いた生徒の自己評価によって行われる。

① 主体性： 自ら行動する力

② 協働性： 人々とつながる力
③ 探究力： 解決策を探る力

④ 発信力： 相手に伝える力

活動を通して生徒がどのように成長していくか、その変容についてルーブリック評

価を用いた生徒の自己評価によって把握する。そして、その状況を踏まえて、活動内容や

指導方法の改善につなげる。ルーブリック評価では、育成したい生徒像をもとに、主体

性・協働性・探究力・発信力の つの項目を設定している。生徒は自分の活動内容を振り

返り、レベル からレベル までの 段階の評価文の中で、自分がどのレベルに相当す

るかを自己評価する。学期ごとに活動内容が異なるので、各項目・各レベルの評価文も学

期ごとに作成している。下記の表 は１年生用のルーブリック評価文の一覧である。

表１ １年生ルーブリック評価文一覧表

学期 観点 レベル 評価文

学

期

主体性

に興味・関心をもつことができる。

ｓと地域課題を関連付けて考えることができる。

推進や地域課題解決について自分の考えをもつことができる。

や地域課題に対して自分たちにできる取組を考えることができる。

協働性

グループ活動で相手の意見に耳を傾けることができる。

グループ活動でお互いの意見を伝え合うことができる。

グループ活動でお互いの意見の良いところを認め合うことができる。

多様な意見をもとにグループとしての考えをまとめることができる。

探究力

豊明市について、地域の特性を調べることができる。

豊明市の地域課題に対する取組や活動について調べることができる。

現地調査を通じて、地域の現状を知り、地域が求めることを考えることができる。

地域の課題解決を踏まえて花植えプロジェクトを企画することができる。

発信力

グループ活動で自分の意見を伝えることができる。

相手の意見に対する感想を伝えることができる。

グループ内の意見をクラス全体の場で発表することができる。

他のグループの意見を踏まえて、自分の意見をクラスで発表することができる。
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１学期は について理解し、地元豊明市の地域課題について理解を深めることが学

びの中心となる。 学期は花溢れる街づくりプロジェクトを核として、協働花壇づくりの

企画と実践が学びの中心となる。そして、 学期は 年間の学びの集大成として、新たな

地域協働活動についての提言をポスターセッションの形式で発表することが学びの中心

学

期

主体性

班で計画したことや先生からの助言を活かして前向きに取り組むことができる。

花壇づくりを通して自分の意見や考えたことを班員に伝え話し合うことができる。

地域の方々と積極的に交流を図りながら、花壇づくりをすすめることができる。

花植え後も地域の方々とコミュニケ―ションをとり花壇を管理することができる。

協働性

班員の意見を大切にしながら、協力して花壇づくりに取り組むことができる。

地域の方々に事前に説明やお願いをし、協働する団体を見つけることができる。

地域の方々と協働しながら、花壇づくりや花植えを実施することができる。

花植え後も水やりや花壇整備などを通して地域の方々と交流することができる。

探究力

地域の方々に喜んでもらえるように、花壇づくりの計画を立てることができる。

予算を活用して、値段や購入先を検討しながら計画をすすめることができる。

花壇づくりを通して地域の方々に地域課題について聞き取りすることができる。

花植え活動を地域課題解決にどのようにつなげられるかを考えることができる。

発信力

花壇づくりの企画を地域の方々に伝える説明資料を班で作成することができる。

作成した資料をもとに地域の方々に花壇づくりの企画を説明することができる。

地域の方々の意見を聞き、完成した花壇づくりの計画を説明することができる。

自分たちが地域課題解決に向けて取り組んでいくことを発信することができる。

学

期

主体性

発表内容について、自分の考えや意見を持つことができる。

自分が担当する発表原稿やポスターを自分で作成できる。

自分の発表原稿やポスターについて、改善点を考え、修正できる。

全体の発表原稿とポスターについて、改善点を提案し修正できる。

協働性

班の中で自分が担当する役割を実行できる。

他の班員の意見やアイディアを取り入れ、自分の発表に活かすことができる。

お互いの原稿やポスターについて、意見やアイディアを出し、検討できる。

根拠となる資料やデータを班内で共有しそれに対する意見を集約できる。

探究力

高齢者や外国人を対象としたテーマ設定ができる。

それぞれのテーマに関する地域課題解決に向けた提言ができる。

提言の根拠となる資料やデータ、グラフを提示してポスターを作成できる。

データやグラフを効果的に使い、提言の根拠を明確に示すことができる。

発信力

原稿を見ながら聴衆に向けて、班の伝えたいことが発信できる。

途中、原稿を確認しながら聴衆に向けて、班の伝えたいことが発信できる。

原稿を見ずに聴衆に向けて、班の伝えたいことが発信できる。

発表に対する質疑に的確に回答し、班の提言をより強く訴えることができる。
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地域協働活動についての提言をポスターセッションの形式で発表することが学びの中心

学

期

主体性

班で計画したことや先生からの助言を活かして前向きに取り組むことができる。

花壇づくりを通して自分の意見や考えたことを班員に伝え話し合うことができる。

地域の方々と積極的に交流を図りながら、花壇づくりをすすめることができる。

花植え後も地域の方々とコミュニケ―ションをとり花壇を管理することができる。

協働性

班員の意見を大切にしながら、協力して花壇づくりに取り組むことができる。

地域の方々に事前に説明やお願いをし、協働する団体を見つけることができる。

地域の方々と協働しながら、花壇づくりや花植えを実施することができる。

花植え後も水やりや花壇整備などを通して地域の方々と交流することができる。

探究力

地域の方々に喜んでもらえるように、花壇づくりの計画を立てることができる。

予算を活用して、値段や購入先を検討しながら計画をすすめることができる。

花壇づくりを通して地域の方々に地域課題について聞き取りすることができる。

花植え活動を地域課題解決にどのようにつなげられるかを考えることができる。

発信力

花壇づくりの企画を地域の方々に伝える説明資料を班で作成することができる。

作成した資料をもとに地域の方々に花壇づくりの企画を説明することができる。

地域の方々の意見を聞き、完成した花壇づくりの計画を説明することができる。

自分たちが地域課題解決に向けて取り組んでいくことを発信することができる。

学

期

主体性

発表内容について、自分の考えや意見を持つことができる。

自分が担当する発表原稿やポスターを自分で作成できる。

自分の発表原稿やポスターについて、改善点を考え、修正できる。

全体の発表原稿とポスターについて、改善点を提案し修正できる。

協働性

班の中で自分が担当する役割を実行できる。

他の班員の意見やアイディアを取り入れ、自分の発表に活かすことができる。

お互いの原稿やポスターについて、意見やアイディアを出し、検討できる。

根拠となる資料やデータを班内で共有しそれに対する意見を集約できる。

探究力

高齢者や外国人を対象としたテーマ設定ができる。

それぞれのテーマに関する地域課題解決に向けた提言ができる。

提言の根拠となる資料やデータ、グラフを提示してポスターを作成できる。

データやグラフを効果的に使い、提言の根拠を明確に示すことができる。

発信力

原稿を見ながら聴衆に向けて、班の伝えたいことが発信できる。

途中、原稿を確認しながら聴衆に向けて、班の伝えたいことが発信できる。

原稿を見ずに聴衆に向けて、班の伝えたいことが発信できる。

発表に対する質疑に的確に回答し、班の提言をより強く訴えることができる。

となる。

表 年生ルーブリック評価文一覧表

学期 観点 レベル 評価文

学

期

主体性

推進や地域課題解決について自分で考えることができる。

推進や地域課題解決に向けての対策をグループで考えることができる。

推進や地域課題解決に向けた啓発物の内容を考えることができる。

推進や地域課題解決に向けた啓発物の活用計画を提案することができる。

協働性

グループ活動で他者の意見に耳を傾けることができる。

グループ活動でお互いの考えを伝え合い、認め合うことができる。

グループの話し合いをもとに、協力して啓発物を作成することができる。

コンソーシアムの方々と意見交換しながら啓発物を改良することができる。

探究力

豊明市の地域課題と活動について調べることができる。

地域課題解決に向けて調べたことをグループで共有し、話し合うことができる。

地域課題解決につながるプロジェクトをグループで立案することができる。

コンソーシアムの方々と啓発物の活用方法について協議することができる。

発信力

グループ活動で自分の意見を伝えることができる。

グループ活動で他者の意見に対する自分の考えを伝えることができる。

自分の意見やグループの意見を全体へ発表することができる。

コンソーシアムの方々に自分たちが考えたことを発表することができる。

学

期

主体性

地域課題や課題解決のための啓発物開発について、興味・関心をもつことができる。

地域課題と新たに開発しようとする啓発物を関連づけて考えることができる。

地域課題解決のための啓発物作成にあたって、積極的に取り組むことができる。

地域の方々の意見を聞き、それらを生かして、啓発物開発に取り組むことができる。

協働性

班員の意見を大切にし、協力して地域課題の発見や啓発物の開発に取り組むことができる。

コンソーシアムの方々の助言や意見を聞き、新たな啓発物作成の提案ができる。

地域やコンソーシアムの方々と改善点を協議し、協働しながら啓発物を開発できる。

開発した啓発物を地域の方々に使用してもらい、感想や意見などをまとめることができる。

探究力

具体的な地域課題を見つけ、それを解決するための啓発物作成について検討できる。

地域課題解決につながる啓発物作成を目指して調査し、その内容を活用できる。

現地での調査を通じて地域の現状を知り、地域の要求を開発に反映できる。

との関連やグローバルな視点を踏まえて、啓発物の作成や活用方法を検討できる。

発信力

グループ活動で自分の考えや他の意見についての自分の考えを伝えることができる。

グループでまとめた考えた啓発物のアイディアをクラスで発表・説明できる。

啓発物のアイディア・活用法などをコンソーシアムの方々に発表・説明できる。

完成した啓発物を地域の方々に提示し、その活用を呼びかけることができる。
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年生 学期は の の持続可能な開発目標について理解し、その課題解決策を

みんなで考えることと、豊明市の地域課題である「外国人市民との多文化共生」と「高

齢市民の健康福祉」について調べ、その解決策を考えることが学びの中心となる。 学期

は地域協創プロジェクトを核として、地域課題解決を目指した啓発素材開発の企画と実

践が学びの中心となる。そして、 学期は 年間の学びの集大成として、啓発素材開発の

実践発表を行うことが学びの中心となる。

これらのルーブリック評価文は、各学期の最初の授業時に生徒に提示し、どのような

学習活動が求められるかについて生徒自身が確認できるようにした。そこから、自分が

どのレベルを目指して活動するかについて考え、自分自身の目標を設定することができ

るようにした。各学期の最後の授業では、その学期の活動を振り返り、ルーブリック評

価表を用いて自己評価をする。

その自己評価は各クラスで集計し、その後に学年全体の集計を行う。 開発会議や

実行委員会でその集計データを分析し、育成が不十分な項目を確認するとともに、な

ぜ自己評価が低かったのかについて、その原因を考えることによって、次の学期でどの

ような授業に改善していくか、どのような手立てを講ずるのか、また次の学期のルーブ

リック評価文の内容をどのようにしていくかなどについて検討する材料にした。

このルーブリック評価文は総合的な探究の時間の評価文にもなっており、授業担当者

は、各生徒が記入した自己評価の内容を踏まえ、各生徒についてどの項目が最も評価で

き、どの評価文が最も適切なのかを考えて選ぶことによって、生徒の自己評価と教員によ

る評価の一貫性を保つようにしている。

学

期

主体性

探究成果発表の原稿とポスターの作成に取り組むことができる。

原稿やポスターに自分の意見やアイディアを取り入れることができる。

班内で共有した意見やアイディアをプレゼンテーションに生かすことができる。

啓発物開発の目的や過程、課題などを明確にしてプレゼンテーションができる。

協働性

発表原稿とポスターの作成で、自分が担当する役割を実行できる。

他の班員の意見やアイディアを取り入れ、原稿やポスターを作成できる。

他の班員の原稿やポスターについて、改善点などの助言を伝えることができる。

活発な意見交換を行い、班員の意見などを集約して原稿とポスターが作成できる。

探究力

地域課題を探し、目的を明確にすることができる。

プレゼンテーションをするための資料やデータを探すことができる。

データやグラフを効果的に使い、プレゼンテーションの質を高めることができる。

プレゼンテーションを通して今後の課題を発見し、新たな探究へ向かうことができる。

発信力

原稿を見ながら、プレゼンテーションを行うことができる。

原稿を見ながら、聴衆にわかりやすくプレゼンテーションを行うことができる。

原稿を見ずにプレゼンテーションを行うことができる。

原稿を見ずに、聴衆にわかりやすくプレゼンテーションを行うことができる。
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年生 学期は の の持続可能な開発目標について理解し、その課題解決策を

みんなで考えることと、豊明市の地域課題である「外国人市民との多文化共生」と「高

齢市民の健康福祉」について調べ、その解決策を考えることが学びの中心となる。 学期

は地域協創プロジェクトを核として、地域課題解決を目指した啓発素材開発の企画と実

践が学びの中心となる。そして、 学期は 年間の学びの集大成として、啓発素材開発の

実践発表を行うことが学びの中心となる。

これらのルーブリック評価文は、各学期の最初の授業時に生徒に提示し、どのような

学習活動が求められるかについて生徒自身が確認できるようにした。そこから、自分が

どのレベルを目指して活動するかについて考え、自分自身の目標を設定することができ

るようにした。各学期の最後の授業では、その学期の活動を振り返り、ルーブリック評

価表を用いて自己評価をする。

その自己評価は各クラスで集計し、その後に学年全体の集計を行う。 開発会議や

実行委員会でその集計データを分析し、育成が不十分な項目を確認するとともに、な

ぜ自己評価が低かったのかについて、その原因を考えることによって、次の学期でどの

ような授業に改善していくか、どのような手立てを講ずるのか、また次の学期のルーブ

リック評価文の内容をどのようにしていくかなどについて検討する材料にした。

このルーブリック評価文は総合的な探究の時間の評価文にもなっており、授業担当者

は、各生徒が記入した自己評価の内容を踏まえ、各生徒についてどの項目が最も評価で

き、どの評価文が最も適切なのかを考えて選ぶことによって、生徒の自己評価と教員によ

る評価の一貫性を保つようにしている。

学

期

主体性

探究成果発表の原稿とポスターの作成に取り組むことができる。

原稿やポスターに自分の意見やアイディアを取り入れることができる。

班内で共有した意見やアイディアをプレゼンテーションに生かすことができる。

啓発物開発の目的や過程、課題などを明確にしてプレゼンテーションができる。

協働性

発表原稿とポスターの作成で、自分が担当する役割を実行できる。

他の班員の意見やアイディアを取り入れ、原稿やポスターを作成できる。

他の班員の原稿やポスターについて、改善点などの助言を伝えることができる。

活発な意見交換を行い、班員の意見などを集約して原稿とポスターが作成できる。

探究力

地域課題を探し、目的を明確にすることができる。

プレゼンテーションをするための資料やデータを探すことができる。

データやグラフを効果的に使い、プレゼンテーションの質を高めることができる。

プレゼンテーションを通して今後の課題を発見し、新たな探究へ向かうことができる。

発信力

原稿を見ながら、プレゼンテーションを行うことができる。

原稿を見ながら、聴衆にわかりやすくプレゼンテーションを行うことができる。

原稿を見ずにプレゼンテーションを行うことができる。

原稿を見ずに、聴衆にわかりやすくプレゼンテーションを行うことができる。

表 １年生１学期ルーブリック評価集計表
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表 年生 学期ルーブリック評価集計表
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表 年生 学期ルーブリック評価集計表 表 年生 学期ルーブリック評価集計表
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学期・ 学期・ 学期のルーブリック評価の全体集計から、今年度の課題にしていた

「主体性」について、レベル と の自己評価の合計が 学期では で、 学期では

、 学期では となった。 学期の数値を 学期のものと比較すると、数値は

微増にとどまっている。しかし、 学期の数値は 、 学期のものと比較すると、レベル

の数値が大幅に向上していることがわかる。生徒たちは、 学期の授業における社会課

題や地域課題の理解と 学期の授業における地域住民との協働活動の実践を通して、地

域課題を自分事として捉えるようになり、そのことが 学期での新たな地域協働活動の

提言づくりにおいて、主体的に取り組むことにつながったのではないか。

表 年生の主体性の集計（％）

主体性 学期 学期 学期

レベル

レベル

レベル

レベル

「発信力」については、レベル と の自己評価の合計が 学期では で、 学期

では 、 学期では となった。 学期は、クラス内や班内で意見を交換したり、

発表したりすることが求められた。 学期は、花溢れる街づくりプロジェクトの企画と

実践において、地域住民とコミュニケーションを図ることが求められた。ここで求めら

れることは、初めて出会う地元の高齢者や外国人とコミュニケーションをとることなの

で、 学期のものと比較してかなり高いハードルの設定と言える。それにもかかわらず、

学期の数値が上昇している状況を見ると、生徒たちの努力がうかがえる。特に、地域住

民の方へ電話連絡をし、企画内容の説明や協力依頼をし、会うためにアポイントを取る

のは、ほとんどの生徒にとって初めてのことで、貴重な経験となった。多くの教員から、

この経験は価値があるという声があがった。

表 年生の発信力の集計（％）

発信力 学期 学期 学期

レベル

レベル

レベル

レベル

一方で、 学期の数値は大幅に減少した。 学期では、ポスターセッションの形式で、

原稿を見ずに、わかりやすく発表することが求められた。生徒たちはポスターと原稿の

作成を順調に進めていたが、発表練習する時間に設定した授業日が新型コロナウィルス

感染拡大の影響で臨時休校となったため、練習なしでの発表を迎えたこと、そして発表

する日に登校できなかった生徒もいたことが、このような結果につながった。 学期途

中までの活動が順調だったがゆえに、やり切れなかったことへの悔しさが残った。
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学期・ 学期・ 学期のルーブリック評価の全体集計から、今年度の課題にしていた

「主体性」について、レベル と の自己評価の合計が 学期では で、 学期では

、 学期では となった。 学期の数値を 学期のものと比較すると、数値は

微増にとどまっている。しかし、 学期の数値は 、 学期のものと比較すると、レベル

の数値が大幅に向上していることがわかる。生徒たちは、 学期の授業における社会課

題や地域課題の理解と 学期の授業における地域住民との協働活動の実践を通して、地

域課題を自分事として捉えるようになり、そのことが 学期での新たな地域協働活動の

提言づくりにおいて、主体的に取り組むことにつながったのではないか。

表 年生の主体性の集計（％）

主体性 学期 学期 学期

レベル

レベル

レベル

レベル

「発信力」については、レベル と の自己評価の合計が 学期では で、 学期

では 、 学期では となった。 学期は、クラス内や班内で意見を交換したり、

発表したりすることが求められた。 学期は、花溢れる街づくりプロジェクトの企画と

実践において、地域住民とコミュニケーションを図ることが求められた。ここで求めら

れることは、初めて出会う地元の高齢者や外国人とコミュニケーションをとることなの

で、 学期のものと比較してかなり高いハードルの設定と言える。それにもかかわらず、

学期の数値が上昇している状況を見ると、生徒たちの努力がうかがえる。特に、地域住

民の方へ電話連絡をし、企画内容の説明や協力依頼をし、会うためにアポイントを取る

のは、ほとんどの生徒にとって初めてのことで、貴重な経験となった。多くの教員から、

この経験は価値があるという声があがった。

表 年生の発信力の集計（％）

発信力 学期 学期 学期

レベル

レベル

レベル

レベル

一方で、 学期の数値は大幅に減少した。 学期では、ポスターセッションの形式で、

原稿を見ずに、わかりやすく発表することが求められた。生徒たちはポスターと原稿の

作成を順調に進めていたが、発表練習する時間に設定した授業日が新型コロナウィルス

感染拡大の影響で臨時休校となったため、練習なしでの発表を迎えたこと、そして発表

する日に登校できなかった生徒もいたことが、このような結果につながった。 学期途

中までの活動が順調だったがゆえに、やり切れなかったことへの悔しさが残った。

表 年生 学期ルーブリック評価集計表
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表 年生 学期ルーブリック評価集計表
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表 年生 学期ルーブリック評価集計表 表 年生 学期ルーブリック評価集計表
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年生にとっても今年度の課題は「主体性」の育成であった。 学期・ 学期・ 学期

のルーブリック評価の全体集計から、レベル と の自己評価の合計が 学期では

で、 学期では 、 学期では となった。 年間を通して、 以上の生徒が主

体的に活動できたという自己評価をしたことは、生徒が主体的に探究活動に取り組んだ

証と言えるのではないか。特に、 学期においてレベル の自己評価をした生徒が ％

を超えたことは、生徒たちが社会課題を自分事に捉えるようになっただけでなく、地域

課題を解決する実践者としての自覚が芽生えてきたのではないかと考えられる。

このことは、 学期で取り組んだ地域協創プロジェクトが影響を及ぼしていると思わ

れる。コンソーシアムの各団体と地域課題を一緒に考え、協働して地域課題の解決を目

指して啓発物を開発し、実際に地域住民にそれを使ってもらってフィードバックを得る

という学びは、生徒の主体性の育成に効果をもたらすことがわかった。

表 年生の主体性の集計（％）

主体性 学期 学期 学期

レベル

レベル

レベル

レベル

また、「協働性」についてはレベル と の自己評価の合計が 学期は 、 学期

は 、 学期は であった。 学期では、各探究班においてコンソーシアムの関

係者と地域課題を検討することで、協働する意識は高まったと考えられる。一方で、 学

期に大きく数値が下がった。原因として考えられるのは、新型コロナ感染症拡大防止の

観点から地域でのフィールドワークを中止したり、地域住民へのインタビューができな

かったりしたことが影響を及ぼしていると考えられる。

表 年生の協働性の集計（％）

協働性 学期 学期 学期

レベル

レベル

レベル

レベル

しかし、 学期には数値が大きく改善し、なおかつレベル の自己評価をした生徒が

「主体性」と同様に ％を超える結果となった。これは、 、 学期の啓発素材開発にお

いてコンソーシアムの関係者や地域住民と協働することを体感し、協働することの意義

や価値を理解したことで、それが探究成果発表の内容をまとめていく活動に反映された

のではないかと思われる。地域協創プロジェクトにおける学びは、生徒の「主体性」の

育成だけでなく、「協働性」の育成にも効果があることが、ルーブリック評価の集計表か

ら明らかとなった。
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（２）目標設定シートの達成状況

地域との協働による高等学校教育改革推進事業において本校が設定した目標設定シー

トの主な項目について、 年度の達成状況をまとめた。表 に示すように、地域協働

活動に参加した生徒の数は 人で、海外研修（オンライン形式を含む）への参加率は

であった。

表 本構想において実現する成果目標の設定（アウトカム）

１年生 人が 活動の「花溢れる街づくりプロジェクト」において、花壇づくり

と花植え活動を実施した。 年生 人が「地域協働プロジェクト」として地域課題解決

を目指した啓発素材開発に取り組んだ。 年生については、新型コロナウィルス感染拡

大防止の観点から、地域での活動を見送った。このため、目標値を達成することはでき

なかった。

海外研修については新型コロナウィルス感染拡大によって実際に海外に行くことは不

可能であったが、オンラインの形式に変更し、全学年の生徒全員がカンボジアとシンガ

ポール、インドネシア、パラオのオンライン海外研修に参加した。

表 地域人材を育成する高校としての活動指標（アウトプット）

目標項目 生徒の活動発表年間実施回数

英語運用能力が の

以上の生徒の割合

元年度入学仰星コースの生徒が対象

目標値 回

達成状況 回

活動の探究成果発表会は、 年生、 年生、 年生の合計 回開催した。コロナ禍

のため外部の見学は設定できなかったが、 、 年生は各クラス内でポスターセッション

形式による発表を、 年生は探究レポートを用いた発表を行った。また、本校が中心とな

って 年全国高等学校グローカル探究オンライン発表会を企画し、文部科学省の共催

により、 月 日にはグローカル型地域協働推進校 校によるオンライン発表会を実

施した。この大会の実施を含めて合計 回の活動発表会の実施となった。なお、全国高

校生フォーラムや探究甲子園にも出場しているが、参加がごく一部の生徒に限られる為、

回数には含めていない。

英語運用能力については英検 級以上の取得が の 以上に相当する。令和元年

度に入学した仰星コース 年生の英検 級以上の取得状況は、 年次に取得率 ％、 年

次に 、今年度 年次には ％になった。達成目標の には届かなかったが、徐々

に取得率が上昇してきたことが、取得率の推移から見て取れる。

目標項目 地域協働活動に参加する生徒の数 海外研修参加率

目標値 人

達成状況 人
オンライン海外研修を含む
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表 地域人材を育成する地域としての活動指標（アウトプット）

目標項目
コンソーシアム会議

実施回数

地域協働活動に参加者する

外国人市民と高齢市民の数

目標値 回 人

達成状況 回 人 外国人 人、高齢者 人

学期のコンソーシアム会議では、年間の活動予定を共有し、 学期でのコンソーシア

ム会議では、実施した活動の中間報告を行った。 学期のコンソーシアム会議は、新型コ

ロナウィルスのまん延防止等重点措置の対象期間となったため中止した。目標値には届

かなかったが、コロナの影響がなければ年間に 回以上実施する体制は整った。

地域活動参加者数については、「花溢れる街づくりプロジェクト」での花壇づくりと花

植え活動に高齢市民が 人、ベトナム人住民が 人参加した。その他として、本校生

徒が関わった子ども日本語教室には、外国人児童 人が参加した。コロナ禍にもかかわ

らず、今年度も多くの地域住民が参加することになった。このことから、本校の地域協

働活動が認知されてきたように感じている。

（３）成果のまとめ

年間の研究開発で成果として挙げられることは、第一に、グローカル探究の学びの

過程を明確にし、それをカリキュラムに反映させることができたことである。その際、

明らかになったことが二つある。一つ目は、探究的な学びのサイクルのスタートとなる

「課題の設定」の前に、「現状の理解」として世界の課題や地域の課題についての豊富

で多様なインプットが必要となる。これが充実していると、そのアウトプットとして、

生徒が発見する地域課題の内容や、設定する課題の質が高くなる。二つ目として、地域

との協働による探究学習では、自分たちで考えた課題解決策の「実践」がカギになる。

実際にアクションを起こすという活動が最も主体性を発揮させる場面であり、この主体

性の育成は検討や提言の活動だけでは得られにくい。この実践をすることによって、生

徒たちがさまざまな社会課題を自分事として捉えるようになる。さらには、自分がその

課題解決の実践者であることを自覚することにつながる。

第二に、地域協働コンソーシアムの役割を明確にできたことである。地域協働コンソ

ーシアムの役割の一つ目は、生徒と地域課題のマッチングである。ネット検索だけでは

得られない世界や地域社会の実情を生徒がインプットする機会を提供することがとても

大切な役割になる。このインプットがしっかりできると、地域課題の発見というアウト

プットは多様なものが出てくることになる。二つ目は、生徒が課題解決策を検討してい

る際の助言である。地域の実情とかけ離れてしまった場合はそれを指摘したり、コラボ

レーションできる団体や地域住民を紹介したりと、課題解決に向けた探究が進んでいく

ようにアドバイスする役割が大切になる。三つ目は、生徒たちのアイディアや開発した

啓発物をシェアすることである。生徒たちは自分たちのアイディアが採用されるとモチ

ベーションが上がる。地域協働コンソーシアムも高校生という若い世代の住民との協働
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によって地域課題解決を進めていくことができる。ここが になるという感覚を

共有するために、アイディアをシェアするという役割が大切になる。
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（４）今後の課題

課題として残ったことは つある。第一に、海外研修が今年度もコロナ禍において予

定したかたちで実施できなかったことがあげられる。オンライン形式に切り替えて実施

し、生徒には好評だったが、学びとして充実させるためには研修テーマや内容構成を更

に検討しながら企画する必要がある。

第二に、地域協働コンソーシアムを持続可能なものにすることである。これは、お互

いが の関係になるという意識を共有し続けられるかどうかにかかっている。そ

して、地域協働コンソーシアムを継続していくためには、お互いの負担が重くなりすぎ

ないように配慮することがカギとなるであろう。

これらの点を考慮しながら、カリキュラム開発の研究指定校の期間は終了するが、今

後とも総合的な探究の時間におけるグローカル探究の実践を続けていきたい。
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『総合的な探究の時間における「オンライン」の活用』

－ 年度活動について－

名古屋大学大学院国際開発研究科

学術研究員 古藪真紀子

（海外交流アドバイザー兼地域協働学習実施支援員）

文部科学省からの研究指定を受けて始まった『外国市民と高齢市民が輝く新たな架け

橋プロジェクト～新たなコミュニティーを協創するスーパーグローカル・リーダー

の育成～』（以下 プログラム）は、最終年度となった。 年間の活動をまとめ「総合

的な探究の時間におけるグローカル探究活動」のモデルとなるカリキュラムがある程度

作成されたと言える。しかし、 プログラムの計画当時に予想していなかった新型コロ

ナウィルスの感染拡大により、 年目並びに 年目は、多くの活動が制限され変更を余

儀なくされた。その為、各活動が、①異なる考えを容認し、共生しようとする人間、②

他者と協働して問題解決を図ろうとする人間、③自らの考えを発信して多くの人々と新

たなものを協創できる人間、④人とのつながりを大切にし、感謝のできる実践力に富ん

だ地域リーダーといった プログラムの人材育成目標を達成するにあたり、効果的で

あり、一般化する事ができるかを十分に検証することができなかった。

また、コロナ禍で海外研修の実施が難しい中、 プログラムにおける「グローカルな

学び」の構想である『 hink Global→ →Act Local→Act Global』における

「 」な学びを十分に組み込むことが困難であったと言える。しかし、 プログラ

ムでは、この課題を解決するために、様々な取り組みが行われた。特に 年に渡り実施

した「 地域協創学 探究 多文化共生アラカルト講座（以下多文化共生

アラカルト講座）」並びに「オンライン海外研修」は、少なからず、生徒のグローバルな

視点を広げるための一助となったと言える。では、これらの活動はどの様なものであっ

たか。ここで詳しく考察するとともに、今後に向けた提案を提示する。

（多文化共生アラカルト講座）

多文化共生アラカルト講座は、国際協力機構（ ）、国際連合（国連）の様々な実施

機関や などで、開発途上国において開発援助に関

わってきた講師が、日本とは違うそれぞれの国の文化や価値観、海外で働くという事（ど

のような活動をし、どのような困難があり克服したかなど）、また、その経験がどの様に

今の仕事につながっているかなどの考えを提供し、国際的な視野（「 」）を

広げてもらうための講座である。 講座実施され、講師は、アフガニスタン、エジプト、

東ティモール、ナミビア、ジャマイカやドミニカ共和国などと多地域での経験を提供す
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ることができた。テーマも、紛争、農業、医療、教育、スポーツやジェンダーと多岐にわ

たり、生徒自らが興味のある講座を選び受講するというもので、それぞれ違う講座を受

けた生徒が集まる探究グループの活動において、様々な視点を取り入れることができた

と思われる。また、生徒は、国内にいながらも、行ったことのない国や地域について学

ぶことができ、世界の課題や持続可能な開発目標（ ）に目を向けるきっかけとなっ

たと考えれば、「多文化アラカルト講座」のような講座は、カリキュラムに定着させる必

要があると考える。

しかし、その実施方法については、検討していく必要がある。第 回目は、対面形式

で実施したものの、第 回目の今年度は、新型コロナウィルスの爆発的感染拡大のため、

「オンライン」での開催となった。第 回目は、対面ということもあり、講師と生徒の

活発な交流が見られたものの、第 回目は、「オンライン」という事もあり、やはり一方

的な講義方式になっていたと思われる。各生徒が端末を持っているものの、インターネ

ット環境の問題から、講師と繋がるのは各教室 台の端末となっている。そのため、講

師は、教室に座っている生徒を見ながらの講座となり、また、講師の質問に対する回答

も、生徒が端末まで来て発言するという形となり、スムーズなコミュニケーションは困

難である。

しかし、「オンライン」での実施は、コロナ禍でも問題なく実施できる点や、世界中ど

こにいる人ともつなぐことができるという点で有効な実施方法である。より効果的な双

方向型の講座にするためには、ンターネット環境を整備し、各生徒がそれぞれ講座にア

クセスし、講師と生徒の双方が顔を見ながらの講座にすることを提案したい。また、こ

れまでの講座の録画を有効に活用することで、より多くの情報を生徒に提供することが

できると考える。

（オンライン海外研修）

「百聞は一見にしかず」。プログラム 年目はマレーシアでの海外研修を実施し、実際

に見て経験することで、生徒はグローバルな視点（「 」）と活動（「 」）

を身に付ける事ができた。「 」の学びには海外研修は必要不可欠であるものの、

今年度予定していた海外研修は全て中止となり、その代替案として、「オンライン研修」

が実施された。日本だけでなく予定していた海外研修先の国々においても、新型コロナ

ウィルス感染拡大による多くの制限が課されていたことから、実施が可能な国として、

カンボジア、シンガポール、パラオ、インドネシアの カ国にて実施された。実施方法

としては、日本の旅行会社に依頼し現地のエージェントにより以下のテーマを中心に研

修が提供された。

国 テーマ

カンボジア 内戦経験者の体験談、地雷撤去活動、学校設立支援

シンガポール 多文化共生の理解

163



ることができた。テーマも、紛争、農業、医療、教育、スポーツやジェンダーと多岐にわ

たり、生徒自らが興味のある講座を選び受講するというもので、それぞれ違う講座を受

けた生徒が集まる探究グループの活動において、様々な視点を取り入れることができた

と思われる。また、生徒は、国内にいながらも、行ったことのない国や地域について学

ぶことができ、世界の課題や持続可能な開発目標（ ）に目を向けるきっかけとなっ

たと考えれば、「多文化アラカルト講座」のような講座は、カリキュラムに定着させる必

要があると考える。

しかし、その実施方法については、検討していく必要がある。第 回目は、対面形式

で実施したものの、第 回目の今年度は、新型コロナウィルスの爆発的感染拡大のため、

「オンライン」での開催となった。第 回目は、対面ということもあり、講師と生徒の

活発な交流が見られたものの、第 回目は、「オンライン」という事もあり、やはり一方

的な講義方式になっていたと思われる。各生徒が端末を持っているものの、インターネ

ット環境の問題から、講師と繋がるのは各教室 台の端末となっている。そのため、講

師は、教室に座っている生徒を見ながらの講座となり、また、講師の質問に対する回答

も、生徒が端末まで来て発言するという形となり、スムーズなコミュニケーションは困

難である。

しかし、「オンライン」での実施は、コロナ禍でも問題なく実施できる点や、世界中ど

こにいる人ともつなぐことができるという点で有効な実施方法である。より効果的な双

方向型の講座にするためには、ンターネット環境を整備し、各生徒がそれぞれ講座にア

クセスし、講師と生徒の双方が顔を見ながらの講座にすることを提案したい。また、こ

れまでの講座の録画を有効に活用することで、より多くの情報を生徒に提供することが

できると考える。

（オンライン海外研修）

「百聞は一見にしかず」。プログラム 年目はマレーシアでの海外研修を実施し、実際

に見て経験することで、生徒はグローバルな視点（「 」）と活動（「 」）

を身に付ける事ができた。「 」の学びには海外研修は必要不可欠であるものの、

今年度予定していた海外研修は全て中止となり、その代替案として、「オンライン研修」

が実施された。日本だけでなく予定していた海外研修先の国々においても、新型コロナ

ウィルス感染拡大による多くの制限が課されていたことから、実施が可能な国として、

カンボジア、シンガポール、パラオ、インドネシアの カ国にて実施された。実施方法

としては、日本の旅行会社に依頼し現地のエージェントにより以下のテーマを中心に研

修が提供された。

国 テーマ

カンボジア 内戦経験者の体験談、地雷撤去活動、学校設立支援

シンガポール 多文化共生の理解

パラオ 環境保全

インドネシア 宗教と民族文化、伝統料理、日本人が海外で働くことの意義

各研修において、概ねテーマに沿った情報が提供され、現地とリアルタイムでつなが

っていることで、生徒はこれらの国について多少なりとも肌で感じ、多くの知識を得る

ことができた。しかし、全生徒が参加しているものの、時間的制限もあり、現地との双

方向のやり取りも難しく、代表生徒による質問が数回できるのみで、リアルタイムでつ

ながっているにも関わらず、収録された番組を見ているかのように感じた生徒も多いの

ではないか。「オンライン」では、「与えられた」知識を得るという事に留まり、 年目の

マレーシア研修のような生徒の「主体的」な取り組みを促すことができないのが現状で

課題である。

よって、ここで プログラムおけるグローバルな活動（「 」）を身に付け

るための「海外研修」の位置づけを再考し、より効果的な実施について提案する。新型

コロナウィルスの終息が見えない中、「オンライン」による海外研修の実施は、実施国の

状況による影響を受ける可能性があるものの、比較的、計画通りに実施できる可能性が

高い事から有効な手段である。「海外研修」を通して、生徒がグローバルな視野を持ち活

動につなげていくためには、現状の「オンライン研修」に生徒の「主体的な取り組み」

促す活動を取り入れることが必至である。その為には、多くの国を網羅するのではなく

（これは多文化共生アラカルト講座やオンライン研修の録画などで対応が可能）、 学年

国程度に絞り、「オンライン研修」を下記図のようにシリーズ化する事を提案したい。

また、海外の姉妹校などと共同で実施する事が望ましく、 プログラムにおける地域協

働コンソーシアムのような協力者を海外に得る事を提案する。

「オンライン研修」活動内容例

活 動

事前学習 録画教材などを使って指定国についての基礎的知識を得る。

オンライン 持続可能な開発目標から２－３テーマ（情報の提供）

オンライン 持続可能な開発目標から２－３テーマ（情報の提供）

授業 生徒はグループで第 回目のテーマから課題を抽出（課題の深掘り）

オンライン 生徒の出した課題についての情報提供、インタビュー調査など

授業 課題解決策の検討

オンライン 課題解決策の共有

これまでに述べた通り、新型コロナウィルス感染拡大という状況下、 プログラムの

多くの活動が縮小、変更を余儀なくされた。特に「 」な学びをどのように維持す

るかが課題であり、そのために「オンライン」を駆使した上述の二つの活動は、生徒の
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国際的な視野（「 」）やグローバルな活動（「 」）を身に付けるた

めの一助となった。上述の通り、「オンライン」での実施は、課題はあるものの、コロナ

禍において、継続してプログラムの人材育成・教育目標達成に取り組むためには、大変

有効な手段である。

最後に、 プログラムの計画当時には予想しなかった新型コロナウィルスの感染拡

大から、その時々の状況に応じてトライアンドエラーで取り組んできた 年間の研究開

発は、「総合的な探究の時間」の全国レベルでのモデルとなりうるカリキュラム案を作成

することができたのではないか。海外交流アドバイザー兼地域協働学習実施支援員とし

て、本カリキュラム開発に関われたことを光栄に思うと共に、プログラムの今後のさら

なる発展と、カリキュラムを通して、生徒が「スーパーグローカル・リーダー」として、

地域で活躍する事を期待したいと思う。
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